


わたしたちの住環境、社会資本を築き守るために、

太平洋マテリアルはこれからも挑戦し続けます。

- 太平洋ハイパーエクスパン( コンクリ一卜用膨張材)

・太平洋 NN- P ( コンクリート用躯休防水材)

・太平洋アサノライト( 人工軽量骨材)

・太平洋力ルストーン( 人口軽量盛土材)

・太平洋ショットマスター ( トンネル急結材)

・太平洋プレユーロックス( 無収縮モルタル)

・太平洋フライスター( 静的破砕材)

・太平洋クイカッタ一( 杭頭処理材)

・太平洋スプレーコート( 耐火被覆工事)

・リフリート工法( 補修改修材料、工事)

・エースライト( 無機質系人造木材)

。Tal hel yoMaterl al  

太平洋マテリアル株式会社

関西支庖

大阪市北区中之島2 - 2 - 2 大阪中之島ビ j レ3階

TEL06- 6228- 6660 FAX06- 6228- 6683 

ht t p:// w w w.t ai hei yo- m. co_j p  



武庫川女子大学

甲子園会館

(I 日甲子園ホテjレ)

見学会 再掲

日本建築協会

ゐ 血

宮 田

甲子園会館は、昭和 5年に竣工した旧

甲子園ホテルを 、昭和40年、武庫川学

院が譲り受け教育施設として再生した

ものである。

l大阪府建築士会 ( 2単 位 ) 及 川

JI A  ( 2 単位) のC P D対象 j  

中央に玄関 ・フロント・メインロビー

を置き 、左右に大きくダイニングルー

ムとバンケ ッ トホールとを張り出し、

その両認の上階には、独立性を保ちな

がら集約された客室群がクラスター状

に配置されている。設計は、フランク・

ロイド・ライト Ｈ米 Ｑ ＸＶＹｾ Ｑ ＹＵＹ Ｉ の

愛弟子 、 遠藤新 Ｈ Ｑ ＸＸＹｾ Ｑ ＹＵ Ｑ Ｉ が手

掛けており 、ライトの影響が色濃く見

安けられる。当時、東京の帝国ホテル

の支配人で、ホテル界の第一人者とい

われた林愛作 Ｈ ＱＸＷＳｾＱＹＵＱ Ｉ の理想

に基づいて計画されたもので、 「東の

帝国ホテル、西の甲子園ホテルj と並

. 建築概要

所在地兵庫県西宮市戸崎町ト13

所有者学校法人武庫川学院

設 計 遠 藤 新

施 工株式封士大林組 (銭工当時)

第7回読者と選ぶ

. 賞の趣旨

「建築と社会J賞のための

アンケート募集

「建築と社会J という本誌の趣旨にふ

さわしい社会性 ・環境などに配慮した

有意義な建築作品や建築にかかわる論

文・記事などを顕彰する。 選考にあ

た っては、会員の声を反映し、広く開

かれた賞とする。2007年1ｾ＠ 12月号

「建築と社会J 誌から
. 選考対象

「建築と社会J 2007年 1 ｾ ＱＲ 月号に掲

載された作品及び個別の論文 ・記事を

対象とする 0

.  r作品作風頁j 欄掲載の建築作品

.  r本会支部作品頁及びそれに準ずる

作品頁j 掲載の建築作品

.  r特集頁J 掲 載 の 個 々 の 論 文 記 事

(1寺集頁全体は選考対象としない)

2∞7"lolZrI IfP36に、 2∞7年の i ill 築と

社会」総 11 ｾｾを ｦｨＩ縦 しました 。 ご参Ａ ＡＨＡ

.  rシリ ス頁j の論文・記事 (研究

の 風 景、gal l e旬、 法 令 コ ー ナ 一、

構造の頁、設備の頁、新建材の頁ほ

か)さL、。

「建築と社会j 賞

読者アンケー卜

送付先

制日本建築協会

FAX06- 6946- 6984 

e - mail :  ken- s ha@ 

aaJ.or .Jp 

2007年 1 ｾ ＱＲ 月号でよいと思われた作品 、

記事、その他についてのご意見を、下記にご

記入の上、e- mai lまたは FAXで、( u) 日本建

築協会へご投票下さい。 (2007年O 月号掲載

の作品、論文 ・記事名及び同執筆者名を明記

して下さい)

お名前

勤務先

ひ可かされ、皇族、政財界人、文化人な

どの社交場として賑わ った。

日 時 2008年 3 月 1 日 (土)

14 :  ＰＰｾＱＶ ・ ＰＰ

(13 :  30より受付開始)

概 要 説 明 大 喜 多 孝 哉/ Q楠大林組

. 賞の部門

・作品部門 Ｏ Ｑ ｾＴ 点

Ｍ論文・記事の部門 Ｏ Ｑ ｾＴ 点

. 会員読者による第一次選考

e - mail または FAXで投票されたもの

の中から 、「作品j 及び「論文・記事」

を編集委員会において各部門10点程

度選出。これを第二次審査対象とする。

・選考委員会による第二次選考

第一次選考を通過した選考対象のうち

作品部門については、選考にあた って、

該当者に写真、図面、設計主旨などの

説明資料を求めることがある。

. 第 7 回選考委員

徳矢典子( 弁護士、徳矢法律事務所)

柏木浩一 (兵庫県立大学大学院環境人

間学部教綬)

鈴木克彦( 京都工芸繊維大学大学院準

教授、編集委員)

ーさらに委員交渉中ー

集 合 現 地 1階ラウンジ

定 員 40名 (申込先着順)

参 加 費 会 員1，500円

(学生半領)

一般2，500円

申 込 先 制 日本建築協会

FAX. 06-6946-6984 

E-mai l : j 晦yoka@aaj . or. jp

. 発表と表彰

作品部門は建築主、設計者、施工者の

中の代表者に、論文・記事部門は執筆

者 (複数の場合は代表者) に、賞状( 記

念楯) を贈呈する。入賞発表は「建築

と社会J 2008年 8 月号。

. 投票締め切り

2∞8年 2 月29日( 金)

. 送付先

(油日本建築協会

FAX 06-6946-6984 

mai l  :  ken- sha@aaj . or. j p 

〒540-6591 大阪市中央区大手前

1-7-31 OMMビル 7 階

口 とくによいと思われた作Jill とその理由

口 とくにょいと思われた記事とその迎由

口 本 誌 に つ い て の どな 見 や 、 取 り 上 げ て ほ し い 内容 な ど が あ り ま

したらご記入下さい。

逮築と社会 ・2∞8.2 1  



社団法人 日本建築協会

I日本建築協会8 0年史 1917- 1996J  

増刷頒布申頒価 3 ，0 0 0円

1999年7 月に発刊した「日本建築協会80年史 1917- 1996J

は、各方面から好評をいただいておりますが、このたび、皆

様の強いこ要望により、増刷 ・頒布することにいたしました。

大正6 年 3 月30日に関西建築協会として誕生した日本建

築協会の80年の歴史を、様々な事業や委員会活動を通じて、

また、本会設立者の片岡安、武田五一以降現在までの会員

たちの社会活動を通して知ることができる記念誌として、

A4判 ー240頁にまとめています。

とくに、協会草創期の大正 -昭和初期の片岡安ら協会のメ

ンバーと当時の大阪市長 ・関 ーとの交流を物語る一文は、

大阪の都市計画史、あるいは関西の建築人物誌ともなって

います。本会の歴史を知るだけでなく、建築を通して、それ

ぞれの時代の雰囲気を身近に感じることができる大変貫

重な資料となるものです。

購入ご希望のかたは、下記要領でお申し込み下さい。

*  

申 込 先 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

〒540- 6591 大阪市中央区大手前 1-7-31

大阪マーチャンダイズマートビル7階B室

TEL  06-6946-6981  F似 06-6946-6984

頒 価 1部3，000円 (税 送 料 込 み)

※ 増刷部数には限りがございますので、お早めにお申し

込み下さい。
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「日本建築協会80年史j

A4判・240頁・並製本

- 日本建築協会の沿革/ 委員会活動/ f建築と社会J の変遷/

大正時代から現在までの本会主催の博覧会・展覧会・講演会/ よ

ろず相談住宅展/ 青年建築家・青年技術者顕彰/ 工高生デザイ

ンコンクール入選者etc

・日本建築協会創立者と会を支えた38人のフ。口フィル (片岡 安・

設楽貞雄・武田五一・池田 賓・波江悌夫・竹腰健造・尾崎久助・

東畑謙三・塚本猛次・福田朝生・佐野正 ・葛野社一郎・横漬 勉・

松本高象・宗 兵蔵・園部文雄・ 日高 併・野村一郎・古宇田

松室重光・松井貴太郎・安井武雄・中還誠一郎・坂 静雄・今林

彦太郎・井上新二・松本儀八 ・池田宮彦・銭高輝之・中西六郎・

大林芳郎・鴻池藤一・伊東五郎・竹中鎌一・鷲尾健三・松村雄吉・

横尾義貫・足立 孝)

・座談会「戦中から戦後初期の協会活動j ー尾亀清四郎・大林

芳郎・小西 岬・佐野正一・横尾義貫・三品哲夫の6氏による終戦

前後の協会活動の証言一

*  

. 執筆ワーキンググループ

坂本勝比古/ 安達英俊/ 石田潤一郎/ 植松清志/ 梅宮弘光/

桐浴邦夫/ 酒井一光/ 橋寺知子/ 山形政昭/ 吉田高子/ 和田

康由

. 80年史編纂委員会

長谷部朔郎/ 安達英俊/ 近藤達夫/ 谷淳之介/ + 倉 毅/ 原

見昌志/ 和田康由/ 吉田悦二
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「日本建築協会の遺産と功績J (坂本勝比古)より 「草創期の人々 」より片岡安の項
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- 特集予告

3 月 号 東 海 支 部 特 集
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言;t言十・

和 歌 山 大 学 本 多 友 常

監 理圃

本 多 環 境 ・建 築 設 計 事 務 所

施 工・

竹 中 ・ 後 共 同 企 業 体

言金言 十↑ｾ力 圃

大 橋 昌 和 成山 奈 々 絵

特別養護老人ホーム 愛の園

祈りの場を持つ老人ホーム

この新型特別養諮老人ホームは、 1  1街にチャペルをもち、祈りの

場が全体言 |画の骨格を支えている 。

居住者にとっては 小 さな生活単位の中で、親日ｾＺな人 間 関係が結べ

るよう、 10人をひとつのユニッ トとして、 1I9Ji に 3ユニ ッ ト、 21筒、

3 1街にそれぞれ 4 ユニ ッ トの言 I"ll ユニッ ト、総11111室数110室を擁し

ている 。 それぞれの生活単位はじ1"1乏を介して分離され、食事やリ

ネンサービスなどの生活支援助線がこれらをループ状に結んでい

る。

各|階には眺望を生かした展望テラスや休息コーナーが配位され、

屋上には散歩ができるようにエレベーターホールを兼ねた大きな

サンルームが用意されている 。

個室の入口には、部屋を開け放して使えるように各自が選んだ暖

簾 (のれん) が掛けられ、開放的な生活空11[ 1 を確保しつつ、それ

そなれの{ 間性による個室の識別性が高められている 。

( 本多友常/ 和歌山大学)

所 在 地 一一一和 歌 山 県 西 牟 婁 郡 上 富 田 町 生 馬316- 56

敷 地 面 積 8128. 30ni  

建 築 面 積 一一一2962.47ni

延 床 面 積 一 一 一6978. 71ni  

構 造 規 模 R C造 4 F  

工 期 一一一一2006年 3 年 - 2007年 2 月

交通案内 J R紀勢線朝来駅から北北東に車10分

写 真 一一一 1 - 増田 雅 与志 2 ，3 - 吉 村 行 総

8
z  

1  リビング

2  浴室

3  WC  

4  備費

5  チャペル

6  地援実務スペース

7  デイη ピス

8 ・IU'

9  介鰻ステーション

10 中庭

11 厨房

12 テラス

13 j 1t藩重

14 11鍵重

15 鳳隊重

16 エレベーターホール

1階平面図書長配盤図 1/ 1∞o  





作E置

置圃風

言宣言十 ・監 理圃

大 林 組 本 庖 一 級 建 築 士 事 務 所

施 工園

大 林 組

太 陽 生 命 姫 路 ビ ル

中庭を 持つオ フィス ビル

太陽生命姫路ビルは、都市計画道路拡 ｉ ｾ Ｚｲに伴う既存支社ビルの移転新築で

あり、姫路支社と l テナン トが入居する 。

敷地は、住宅地の一角にありながら、北面が山陽新幹線 . J R神戸線と 交通

訟の多い道路に桜している 。移転新築に |探しては、新しい支社ビルイメー

ジの提案と騒音 振動対策、さらにアメニティを含めた高い居住性が求め

られた。

敷地の特性から、外部に閉じ ・内部に開くコンセプトとし、 中庭を囲むコ

の字)1予の建物形状とした。中庭に面するコの字 3 而をガラスカーテンウオ

ールとし、その他の外壁をリブ付成型セメント板+ 必嬰最小限の関口部と

することで、建築のコンセプトを明快に表現している 。

中l廷はこの建物の玄関であり、オフ ィスワーカーの恕いの場所となり、ま

た地域にアメニティを提供するパブリ y クスペースでもある 。ι1:'1廷を挟ん

で南北にオフィススペースを配置し、 EVホールとオープン階段の主要共

用部も中庭に面することで、1 : 1常的な動きの中で、 H寺間 天候 - 季節の変

化が常に感じられるように配慮、した。

最新型の省エネ照明器具の採用や、女性の多い環境を考応、したパウダーコ

ーナーの設置や最新型の術生器具の選定など、外観デザインのみならず細

かな点に至るまで、従来の支社イメージを裂す提案が感り込まれている 。

小規模ながら、敷地条件 をデザインの特徴と魅力に転化 した、次 世代の支

社ビルの一つの在り方を示すことが出来た。 ( 井上正fi 祐/ 大林組)

Jl '  

所 在 地 ー一一 兵庫県姫路市北条

敷 地 面 積 一一一 1，109. 95m

建築面積 一一一 762. 39m

延べ面積 一一- 2，124. 92併

構 造 規 模 一一一S 造、 3F

工 期 一一一2007年 4 月- 2007年 11 月

織 影 一一一河合止揚けヲ トリエリ ヘラ)

1  中庭

2  事 務 室

3 研 修 室

4 ・営業室

5 ・駐車場

6  新車伴Ｂｾ

1/800 

断 面 図 1/8∞ 

7  :  J R神 戸線



- こんな研究室です

私乙と、平成 18年 4 月に縁あって東洋大

学工学部建築学科に転任してきました。i!i ii

任当初は 「東洋大学といえば山手線の内側

じゃないですか」とよく 言われたものです。

しかし、本学部は都心から約 1 fI寺間( 距離

を昔の言い方にするとお江戸日本橋から

十三里となりますか) 、“ 小江戸" の別称で

も有名な埼玉県川越市に位置します。詳し

くは、 川越市と鶴ヶ島市の境界付近になり

ます。

当学科は学部生 l 学年約 160名、専任教

員17名、助手 2 名の体制です。当香取研究

室は現在 4 年卒論生 13名、 3 年後期の通称

プレゼミ生 10名が所属しており、主にコン

クリー ト系構造の耐震安全性に関する研究

や建築材料学の研究を行っております。

転任早々というとともあり、学生の活動

スペース、作業空間の確保が難しく、約20

ni の研究室に私と 4 年生の合計 14名がひし

めくという、極めて人口密度が高い日々を

送っています。

- 研究テーマ

本学に転任する前は長い間某国立大学の

助手として、鉄筋コンクリー ト系構造の耐

震安全性の研究に携わ ってきました。 しか

し 本学に移り、鉄筋コンクリートにとら

われない研究分野を扱うようになりまし

た。 乙の点を踏まえつつ、現在行っている

研究テーマをど紹介したいと思います。

< コンクリー卜一木質ハイブリ ッ ド構造の

成立に関する研究>

崎玉県は、県西部( 主に飯能市) で産す

る“ 西川材 " (徳川幕府の御用材としても使

写真 1 コンクリ ー卜 ー木質ハイブリッド

構造試験体の製作風景

われていました) に代表さ れる良質の木材

産出県のひとつです。埼玉に所在する大学

として「地域密着」を探勝する当学科は、「木

造建築を対象とした計画 ・環境 ・構造 ・施

工に関する諸研究」を精力的に行っており、

昨年当学科の専任教員を主体にした文部科

学省 オープン リサー チセンター整備事業

「東洋大学木と建築で創造する共生社会

研究センター」を発足させました。センタ

ー研究員である私もこの一環として昨年か

ら、コンクリー 卜一木質ハイブリ ッ ド、構造

の成立に関する研究を始めました。

平成 19年度は「ボル トのような棒状金属

を介さない コンク リート ー木質問の直接的

せん断力伝達機構の成立の可否」について、

構造実験および数値解析による研究を行っ

ています。柱RC一梁木質を想定して、コン

クリー ト側を凸としたシアキーを木質側に

飲み込ませ、せん断力伝達が可能か、 1波駿

性状はどうなるのか、そしてせん断耐力は

確保できるのかとい った基礎的研究に若手

しました。本原稿執筆に平行して最終的な

写真 2 コンクリ ー卜ー木質ハイブリッド

構造試験体の実験作業

実験準備を進めており、本稿を皆様がど覧

になる頃は実験が終わる間際ではないかと

思われます。

試験体製作時には、吸水による木質側の

変色 ・変形とコンク リート の収縮、型枠月比

型時に発生 した試験体の分離とその後の処

理の煩雑さなど、予想外の トラブルに見舞

われました。構造材料研究者を標傍する私

にとって、木質についての知識と経験のな

さを痛感させられました。頼りない私の棋

で黙々と準備作業を手伝ってくれる 4 年生

の学生に、心の中で感謝するととしきりです。

今回は コンクリート部分を場所打ちとし

ましたが、いずれRCと木質のプレキャス ト

接合に発展できないかという密かな期待を

抱いています。

< Rζ 有孔梁孔周囲の効果的なせん断補強方

法の開発と応力伝達機構の解明に関する研

究>

前任校時代から私が直接的 ・間接的に携

わってきた研究テーマでもあります。階高

や工費の抑制などのために、 RC梁に設備配

管や人通用の |苅孔を設けるのが一般的で

す。当然、 開孔の存在により梁のせん断強

度は低下するため、その補強用に開孔補強

筋と呼ばれる組鉄筋を配筋します。 この組

鉄筋が( 開発者 ・補強筋メ ーカー ・構造設

計者の意思に沿って) 適切に配筋さ れてい

るかについては、実は問題が多く、「手違

いのない配I ' I i iが容易にでき、しかも 簡便 ・

軽量で、十分なせん断補強効果を有する J

写真 3 RC有孔梁のせん断補強

方法開発の実験



開孔補強筋の開発が求められています。補

強筋メーカーや他大学との共同研究を通じ

て、最適な開孔十i 1 i 強筋の開発を進めると共

に、開孔周辺の応力伝達機構の解明も行い、

「力学的な裏付け のある開孔補強方法の開

発」も行っています。

< 特殊建築物の耐震診断・耐震改修の現状

調査とそれを取り巻く問題点の解明に関す

る研究>

建築物の耐震診断 ・耐震改修の実施率は

依然低く、公共建築物 ・民間建築物を問わ

ずその実施率の向上が急務です。このよう

な背景のもと、平成 19年度から特殊建築物

の耐震診断 ・耐震改修の現状調査を始めま

した。手始めに、動物園 ・水族館を対象と

した調査を しております。まずアンケー ト

調査による現状調査を行いましたが、この

たび某動物園のご好意により、動物舎の耐

震診断を行うことになりました。本稿を皆

様がご覧になる頃に、 実際の動物飼育施設

内に入つての現地調査を行っている最中か

と思われます。

このテーマは学生 とのディスカッション

から生まれたものであり、十分な成果を上

げて学生たちの意欲に報いたいと考えてい

ます。

< 高強度コンクリー卜既製杭の強度と変形

性能の確保に関するデータベース解析 >

日本建築学会の研究委員会のメンバーと

して、場所打ちコンク リート杭の強度と変

形性能についてのデータベース作成に携わ

りました。乙の延長 として、変形性能に劣

るとされている高強度コンクリー 卜既製杭

--写真 4 設計図書を用いた

動物舎の耐震診断

の強度と変形性能確保について有益な↑ i持日

を提供することを意図して、既往の研究か

らデータベースを作成し、その分析を進め

るべく作業を進めています。

とのほかにも、私が学部授業で、鋼構造 ・

建築材料を担当していることもあり、 CFT

構造や材料リサイクルなどの分野にも研究

を広げて行きたいと考えています。

- こんな乙ともやっています

授業の話になりますが、当学科のカリキ

ュラムの特徴として、 「構造 ・材料 ・環抗

設備系の教員が、設計製図の授業を担当し、

学生にデザインの指導をする 」が挙げられ

ます。「設計計画系以外の教員が設計製図

の授業で構造や設備の 内容を指導する」と

いう形態は、 他大学でも見受けられますが、

i (私のような) 構造系の教員が学部学生に

対して( 設計計画系の専任教員や非常勤講

師と同格で) デザインの指導をする」とい

う体制は、他大学で、はあまり見受けられな

いと思います。私は 2 年生の後期( 本学で

は秋学期! と I呼びます) に、主に戸建て住宅

の設計課題を担当 しています。私の班に剖

り当てられた学生がそのことを良いと思っ

ているのか不運だったと思っているのかは

分かりませんが、学生のエスキス案を1 m碍

には否定せず、設計の意図をなるべく具現

できるような指導なり代案の提示なりを心

がけています。

幸か不幸か、 昨年設計製図を担当した現

3 年生の多くが、 3 年生での設計製図の授

業課題の構造についての質問を私のととろ

に寄せてくれます。時には試験問題採点中

に研究室に押しかけてきたり、自宅に電話

とファックスをかけて質問 したりする学生

も少なからずいて、私にとってはうれしい

やら困るやら、といった状況です。

質問は構造に限らず、仕上げ材料や詳細

図の書き方にも及びます。 とのような状況

写真 5 設計製図の授業でのデザイン指導

に至り、恥ずかしながら某デザイン雑誌や

建築ディテール集を密かに大量に買い込ん

だり、知人の設計事務所から詳細図面を融

通してもらったりしている私であります。

- あらゆる意味で発展途上の研究室です

発足して日の浅い研究室ですから、研究

室の取り決めや慣習などはこ れから ( 自然

と) 出来上がるのだと思っています。大学

院生 ・助手なしで( すなわち私一人で) 13  

名の 4 年生を狭い部屋で指導しているの

で、なるべく早く広い活動スペースを確保

して、 学生たちの活動もしやすい環境を提

供したいと思 っています。 もちろん、研究

だけでなくいろいろな行事( 旅行や遊びな

ど) もしていきたいところです。

ただ、私事ながら遠距離適切b ( 片道引|寺

間60 k mを毎日通勤) のため、学生の要望

に応えきれないところがあります。旅行 ・

遊びとは程遠く、結局のところ、終電前ま

での小 1 r時聞に研究室で小規模な1凶織りの

繰返し せめて直近の繁華街である 川越駅

前にでも繰り出したいところではあります

( それにしても、最近の学生の‘ 官:!F容酒応力

! 立" の小さいことといったら 〕。

学生の就職活動との兼ね合いから、 4 年

生の本格的な卒業論文関連活動が夏休み明

けの 10月からになってしまい、十分な作業

時間が確保できないのが実情です。 また、

学生の就職に対する考え方の変化から、 学

生の進路に対する有益なアド、パイスが完全

にはできておらず、指導教員としてもどか

しさを感じています。とのような問題点も、

私がこれから経験を積んでいけば自然と解

消するのかも知れません。研究の点で、も研

究室運営の点で、も、まだまだ発展途上とい

えます。モ|々 之修練" の考え方でこれから

の日々を過ごして生きたいと考えていま

す。

( 文武: 香取慶一)

写真 6 研究室メンバーと

( 全員入らなかったので一部だけです)
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ランドサットは、建築家とクラフィックテ

ザイナーによるデザイン事務所です。

デザインは、人々の生活に潤いや豊か

さ、あるいはささやかな驚きをもたらすも

のという信念のもと、casa (住空間設

計 )、 spaz io ( 商 空 間 企 画 設 計 )、

graf i co (ビジュアルテ、ザイン) の 3 つ

のセクションか'ハイブ.リット1こ融合し、自

由な発想でトータルな提案をおこなって

います。



特集

PFI 事業、その後

1999年 9 月にPFI 法が施行されて、 PFI 方式により、かなりの数の公共

施設が竣工し、運営が始まったものもでてきている。その一方で、 PFI

事業の実施を断念する事業体もでてきている。PFI 方式による公共建築

プ口シーヱク卜において、果たして本当に高い公共性を担保できるのか、

利用者へのサ ビス は向上するのか、 PFI事業は、今後、どのように展

開していくのか。施行後 9 年目を迎える今、現在進行中のPF I事業を貴

重な先例としてとらえつつ、 PFI 方式の来し方、行く末について考察する。

広告企画小委員会. 前回 衛

圃総論

PFI 一課題とその展望- ・野城智也

・各論- PFI 事業を考えるー

大阪大学( 石橋) 学生交流棟一発注者の立場から- ・大阪大学

総合地球環境学研究所一設計者の立場から- ・岡本 隆

総合地球環境学研究所 SPCの立場から- . 佐藤尚宏

- 事例- PF I 事業の実際ー

岡山県総合福祉- ボランティア NPO会館「きらめきプラザ」 ・須田修司

総合地球環境学研究所. 久下武彦

近江八幡市立総合医療センタ- . 湯浅篤哉

四日市市立小中学校施設整備事業・古谷隆行

長崎市立図書館・畑正俊/ 戸川勝之/ 谷浩志

本特集を企画した編集委員

荒本俊明/ 池田孝夫/ 今井成年/ 設楽直樹/ 虎谷 {lll 幸/ 前田衛/ 南海浩司/ 森川幸信



PFI 

一課題とその展望-

野城智也

筆者は、いままでPFI で実施された 10

事業において、民間事業者選定の審査や

その前提となる要求水準書の作成などに

かかわってきた。それぞれの事業におい

てかかわった範囲やその程度には差異が

あるが、これらの体験を通じて、 PFI の

現状には、さまざまな課題があることを

痛感し、反省することしきりである。

以下に、その内容の一端を開陳すると

ともに、改善のための糸口を展望したい。

12 建築と社会 ・2008.2

. 課題 1 - 建築の質が必すしも

担保されない

PFI を通じて建設された建築は、公共サー

ビスの装置として重要な機能を担うべきにも

かかわらず、その機能を担うのにたえない建

築が具現化 されてしまうことが少なからずあ

る。これには、いくつかの原因がある。

原因 1 - 建築の質が重要であるという認識の

乏しさ

第一の原因として、「建築の質が、公共事

業としてのPFI 事業が成功するのか否かを決

する重要因子である」乙とが、発注者側の共

通認識とはなっていないことが挙げられる。

発注者のなかには、「必要な居室が確保され

た箱としての建築ができれば、それでよ pJ

という考えが根強くある。だが、折角PFI で

建物を新設したのに、来訪者にわかりづらく、

サービス待ちのス ペースも狭苦 しく 欝陶し

く、日々執務する公共サービス提供者には使

いづらかったりすれば、それこそ巨費を投じ

てPFI 事業を行う必要があったのか、その意

義が問われなければならないことになる 。

筆者は、総合評価方式が持つ 「綾」に よっ

て、このようなH羽目かかえた提案が実現し

てしまう局面を幾度となく見てきた。また、

提案をする民間事業者の内部で建築設計者と

他の構成メン ｊｾ ーとの聞で紛 争があったとし

したがって、この状況を改善していくため

には、 一般市民にも理解できる平易な言葉で

建築計画の内容を表現する術を確立していか

ねばならない。そのうえで、過去のPFI 事業

において実現した建物を、公共サービスを提

供する装置として見た場合、いかなる点にお

いて問題があるのか率直にレビ、ューし、そこ

から得られる教訓を、発注者及び建築界が共

通認識として醸成していかねばならない。

原因 2一要求水準害の非完全性

建築の質が担保されない第二の原因とし

て、要求水準君( デザイン・ブリーフ) が、

過不足なく明確に発注者の意図を伝える文告

として機能していないことが挙げられる。実

際、次のような18胡Eを含んだ要求水準昔が散

見される 。

(a) 発注者はいわずもがなと思っているが、

受注者にとってみれば、決していわずもがな

ではない書き滞としがあること 。

(b) 思いもよらぬ望まない空間構成を計二容

してしまうような、抽象的すぎる表現が含ま

れていること 。

(c) 発注者側の各部門の要望事項を十分に

整理せずに束ねたような、単なる wi sh li st/こ

なってしまっていて、設計者から見て二律背

反の要求事項が要求水準書に含まれているこ

と 。 ｰｾ 、かえれば要求条件が構造化されて整

理され、かつそれらの{ 長先度が明示的に示さ

か思いようのない未完の計画が提案されてく れていないこと 。

る例も多々見てきた。 しかも悲劇的なことに (d) 仕様を特定して要求条件が表現されて

は、こういった機会損失を痛ましく思う心を いるために、 PFI 事業者の創意工夫の潜在的

共有して下さる方は、発注者のなかで多数派 可能性を阻んで、しまっていること 。

ではない。 このような椴抗を持った要三阿 t準告をもと

このような不毛な状況をっくり出してしま

った責任は、建築界側にもある。それは、「建

築の質」に関する議論を、業界内で閉鎖的に

行ってきたことである。そのため、 一般の人々

は、建築の質、デザインの質という 言葉を持

ち出すと、華やいだ芸術的 ・文化的なイメー

ジか、あるいは、難解な言葉で人々を幻惑す

る胡散臭いイメージのいずれかを抱くように

なってしまっている 。一般市民にもわかる言

葉で、例えばダイアグラムがどうして公共的

性格を持った建築には重要で、あるのかを事例

に即して説明し、ともに考える機会はほとん

どなかったといっても過言ではない。

にPFI 事業がスター卜してしまうと、発注者

から見れば、想定外の違和感のある建物を建

設せざるを得なくなる 。また、事業に応募し

た民間事業者ーから見て、答査基準や審査f割程2

に疑義を持たざるを得ない事態にも発展しや

すい。さらに、民間事業者が選定された後に、

発注者と受注者の聞で、よりよい計画内容に

修正するための協議を行おうにも、要求水準

ｦ Ａ＿ の内容のｾｾ刻 ｅ がその障害になりうる 。

このような事態を回避するためには、発注

者側は、過不足のない明確な要求水準訟を作

成; しなけオ1 ばならない。ではあるが、 f余々 に

改善されてきているとはいえ、過不足のない



明確な要求水準書が用意されている P FI事業 容の建物は伝統的な契約発注方式、すなわち

は、まだ少数例にとどま っていると思われる。

その一因は、 「要求水準蓄を作成するため

には、建築設計にも相当するような高度な専.

門的能力と業務量が必要で‘ ある」 という認識

が発注者に欠けていることにあると思われ

る。要求水準欝案が (a) - (d) の耳切庇を含んで

いないかを検証するための最良の手段は、試

設言1- してみる乙とである。それを踏まえて、

発注者の意図が設計者に正確に伝達できるよ

うに、参考図などの図面表現も織り交ぜるな

ど表現方法を工夫し、要求水準書がまとめ上

げられるべきである 。

にもかかわらず、発注者内の技術者や、発

注者支援を委託された外部の専門家が、試設

計などの検討を経て要求水準蓄を練り上げた

という例は少数例しかない。これは、 P FI事

業の期開設定において要求水準蓄の検討期聞

が極めて短期間に設定されていたり、委託費

用が余りに低報酬であることによる 。「イー分

な時間とコストをかけて要求水準蓄を練り上

げることがPFI 事業にと っての成功のかぎで

ある j と発注者の認識を改めるべきである 。

また、建築界は、そのような負託に応えうる

ようにデザイン ・ブリーフの作成能力を磨い

ていかねばならない。そのためには過去に実

施されたPFI 事業における要求水準書 と実現

した建物との聞に生じた 「話国，fU を辛抱強く

レビューし、教訓を引き出していく作業が不

可欠である 。

原因 3一複雑な計画の建物を対象としている

建築の質が担保されない第三の原因とし

て、わざわざ複蹴な計画内容の建物をP FIの

事業対象としていることが挙げられる 。PFI

事業は英国が雛形をつくり、日本は、それを

「輸入j した経緯を辿っているが、本家本元

の英国で、のべつまくなしにP FI事業が行わ

れているわけではない。むしろ、英国では、

「どのような性格の事業は、どのような契約

発注方式 (procur ement ) で実施すべきか j

についてガイドラインが作成され、事業特性

に見合った、いわば適材適所の契約発注方式

を採用しようという努力が車総統的になされて

L 、る 。そのガイドラインでは、 P FI事業に向

いているのは要求条件が比l鮫的単純で定型的

な施設であ って、個別性の強い複雑な計画内

設計 ・施工分離方式で調達すべきであるとさ

れている 。筆者の経験に照らし合わせてみて

も、これは当を得た指針であると思う 。

しかしながら、日本では、発注者側のk; H織

文化をショック療法的に変えると L 寸暗黙の

政策意図も{到し、たらしく、省庁の発注する最

も大規模な、いわば看板事業がPFI の対象と

なってきたきらいがある。これらの看板事業

は、個別的で宇錨喰な計画内容を含んで、いるこ

とが多く、契約発注方式に関しミスマッチが

生じているといわねばならない。 これでは、

建築の質を担保することは難しい。

というのは、このような個別的で複雑な計

画内容を持った事業においては、要求条件す

べてを事前に確定することが難しいからであ

る。いいかえれば、発注者と受注者の間で何

度もキャ ッチボールを繰り返すことによ っ

て、要求条件を明確にし、設計案を練り上げ

ていかざるを得ないタイプの人工物であるか

らである 。このような人工物を、要求水準書

を通じた、たった l 回の発注者・受注者聞の

コミュニケーションだけでつくることは、そ

もそも無理がある 。

このような状況を改善するには、公共発注

者の契約発注方式に関する指針を確立し、

PFI ありきではなく、あくまで適材適所で事

業特' 性に合った契約発注方式が適用されるよ

うな、粛々とした業務プロ セスが発注者組織

内で構築されなければならない。仮に、個別

的で、複雑な計画内容を持った建物を、民間資

金を導入して調達しなければならなかったな

らば、それはPFI というよりも、むしろ、よ

り広義のP PP (Pri vate  Publi c  Part nership)  

を念頭に置きつつ、いわゆる競争的対話によ

り、発注者と受注者がキャ ッチボールを繰り

返しながら、要求条件と設計内容を並行的に

確定していくようなプロセスが含まれる事業

方式が導入されなければならない。そして、

それでも、なおあえてP FI事業の対象とした

いのであれば、設計を切り離し、発注者と建

築設計者の間で摺り合わせをしながら設計案

を練り上げたうえで、その設計案を前提とし

た建設 ・運営の業務パッケージをPFI 事業の

対象とする、といった工夫がなされるべきで

ある。

. 課題 2- ライフサイクルコスト低減の動機

付けが働かない

よく PFI 事業の利点として、ライフサイク

ルコストが削減できるという乙とがいわれて

いる 。 しかしながら、いままで日本で行われ

てきた大半のP FI事業では、このような動機

付けが{ l f ! 1) きづ、らか ったといわざるを4尋ない。

確かに、民間事業者選定において、ライフサ

イクルにわたるコストや環境負荷量は評価項

目としては入っているものの、これはあくま

で計画時点での目論見値である 。多くのPFI

事業では、 実際に建物の運営コストにL 、くら

かか ったとしても、民間事業者は財務上は痛

くもかゆくもない事業スキームになってい

て、民間事業者選定時には、仮定条件や境界

条件を操作した予測評価を行ってプレゼンテ

ーションをするが、あとは知らんぷり、とい

うふるまいをルール上許してしまっていると

いってもよい。

この状況を改善するには、ライフサイクル

コストやライフサイクルC O
2
が、民間事業者

の事業収支に直接影響するようにするなど、

民間事業者がその予測評価 した目論見値に責

任を持たざるを得ない事業スキームを導入す

るしかない。Lミま主流のBTO( Build Transfer  

Operate) ではなく、公租公課の減免措置と

組み合わせてBOT (Build Operate  Transf er) 

方式を採用するといった枠組みの変更がなさ

れるべきである 。また、 BT O方式をとらざ

るを得ない場合でも、会言十規則を改正し、民

間事業者が代納することとしたうえで発注者

側が民間事業者に対して当初の目論見値に沿

った光熱費や維持管理費しか支払わないとい

った動機付けを用意すべきである。

乙のような動機付けは、民間事業者間の競

争による、シミュレーション、モニタリング、

コミッショニングに関する技術の進展と、そ

れらのシーズとする新たな産業の成長を助長

するはずで、ある 。このような切瑳琢磨による

技術革新こそが、本来P FI事業が実現すべき

ことであるはずで、ある。

( や しろ ともなり l  

東京大学生産技術研究所刷所長教授 l

13 



大阪大学学生交流棟

一発注者の立場カーら-

大阪大学

14 建築と社会 ・2∞8.2

1931年に創設された大阪大学は、常に進 年間にわたり建物の維持管理と食堂及び売庖

取の安L風を失うととなく、[ 地域に生き世界 の運営を行う P FI事業として整備されること

に伸びる j をモットーに、わが国有数の総合 となった。

大学として発展してきた。

2万人を超える学生が学び、かつ集う豊中 ・事業のメリット・デメリッ卜

及び吹田の両キャンパスは10学部14研究科を ・メリット

はじめ、医学部附属病院及び歯学部附属病院 民間ノウハウの導入

など多くの施設を擁している。2007年10月に 迅速な社会資本の整備

は大阪外国語大学と統合を行い、箕面キャン トータルコストの把握の徹底

パスが加わり、新しい 「大阪大学j として新 . デメリ ット

たな一歩を踏み出したところである 。 入札から契約までの手続きの複雑化

- 事業の概要

本学は、学生の教育環境を良好に保つため、

構内環境整備や福利厚生施設の整備充実に努

めている。大阪大学将来構想委員会がまとめ

た「大阪大学21世紀ドリームプラン j には、

学生・教職員のための生活環境改善に向けて

様々な提案がなされているが、それらの提案

サービスの質の維持が難しくなる

事業の コントロールが難しくなる

.PFI 事業に対する期待

大学による財政の効率的使用におけるコス

ト削減効果( 定量的な効果) に加え、 PFI 事

業の担い手として一連の業務を民間企業に委

ねることにより、定性的な観点から、以下の

の中から、豊中キャンパスの福利厚生施設の ような効果を期待した。

整備充実を実現させることを目的として、本 ①利用者ニーズに応じた低廉かつ良質なサ

事業が実施された。 ービスの提供

中山池の自然環境を活かしたランドスケ一 事業者が有する専門的な知識や技術を活用

プデザインを創出し、低層には食堂・喫茶コ することにより、利用者ニーズに応じた低廉

ーナ一、上層には学生交流スペースや課外活

動に対応した共用室 ・練習室等を配置し、学

生が気軽に集い、交流できる場の構築、学生

サービスの窓口の円滑化、学生食堂の混札緩

和及び課外活動施設等の機能を備えた複合施

設「学生交流棟j が計画された。

大学が自ら実施した場合の大学の財政負担

額と PFI 方式により実施する場合の、大学の

財政負担額を事業期間中にわたり年度別に算

出を行い、おのおのの現在価値換算額で比較

評価を行った。その結果、 PFI 方式により実

施する場合、大学の財政負担額が削減される

ことが見込まれたため、本施設は、竣工後13

大阪大学 (石橋) 学生交流棟整備等事業の 日程

年月日 内容

平成14年10月 2 日 実施方針

平成15年 2 月20日 要求水準普( 案)

平成15年 3 月24日 入札説明書等

平成15年 6 月19日 入札提案審

平成15年 7 月30日 民間事業者の選定

平成15年10月10日 事業契約

平成17年 4 月 1 日 供用開始

で、良質なサービスを提供することが可能に

なるとともに、ニーズの変化に応じてサービ

ス内容及び維持管理体制の柔軟な対応。

①事業の健全性

事業者の経営努力により、運営の効率化等

が見込めるとともに、さらに大学と事業者が

適正な役割及びリスク分担を図ることによ

り、健全な事業の実現。

①事業効率の向上

運営方針や維持管理方針等と十分に整合し

た施設設計・建設を行うことにより、供用開

始後の適正な維持管理を知包することが可能

となり、事業効率の向上が図れる 。

①財政負担の平準化

大学が自ら実施した場合は、短期間に初期

投資費用の予算を計上するのに対し、 PFI 方

式で実施する場合、サービス対価として毎年

一定額を支払うことにより財政負担の平準化

が図られ、効率的な財政運営の実施が可能と

なる。



- 大阪大学学生交流様

用 途一一交流施設

発注者一一大阪大学

事 業 者 一 一PFI 阪大学

1∞%子会社-

4荷造規模- RC造

F4  81 

建築面積一一1，332m

延床面積一一4，306m

， 

- 当初か5の変化

当初から定例のモニタリング会合を設け、

すべての事業者等の責任者を集め、 1"1' ち合わ

せの場を持ち、大学とのな思疎通を図ること

でl明石在な基準に基づくサービスが展開されて

おり、見直し等が行われている。そのため、

教職員、学生からのニーズに対しでも迅述な

対応ができる状況を整えている 。例えば、食

堂部門における学生のニーズにあった食事の

提供や、売庖における商品の入れ教え等がそ

の良い例であろう 。

I SPC選定事業者に対して重視したこと

仰i格のみならず、施設建物の意匠性、機能

性、公共建築としての先導性、維持管理業務、

食堂 ・l央J茶 ・売屈の運営業務等における遂行

能力や事業言|画の妥当性、大阪大学が要求す

るサービス仕織との適合性、資金調達計画の

確実性、リスク負担能力等の各方面から、専

門的かつ詳細11に以下のd を重視し、評価を実

施した。

匡璽司

・「実施主体の安定性、透明性j と「大学と

の明確な協調体制の椛立j が求められるもの

であること 。

. 本学における先導的なPFI 事業であるだけ

ではなく、民間感覚による事業化モデルとい

う観点からも参考になるものであることか

ら、「本事業及び本件事業に関する各事業を

円滑かつ適正に実施し得る事業遂行能力J が

求められるとともに、 ｲ ｲｾ ｊｉ ｪＧＨＱｩかつ信頼できる

事業スキームの桝築J や「事業当事者および

関係者II¥i の適正なリスクコントロールj が要

求されること 。

・わが国においてPFI 手法を活用する先進的

事業であることから、事業計画全般にわたっ

て今後の大学教育における生きた教材になり

得るような積極的かつ効果的な提案で、あるこ

と。

画丞亙

. 新しい大学施設整備の先導的モデルとして

「 既存交流施設と 一 体とな った豊 中キャン ｊｾ

スの交流拠点j の充実。

. 学生交湖包設として「シンボル性Jr意匠性J

「経済性J r環境負荷低減J r環境保全」 とL、

った個々の性能が優れているだけでなく、バ

ランスよく 確保されていること 。

. PFI 手法を活用した大学福利厚生施設整備

事業として、施設の調査 ・設計・建設 ・維持

管理 ・運営に関して「民間のノウハウを活か

した創意工夫による効率的で質の高い維持管

理・運営j の提案。

|維持管理・運営 |

事業期間内だけでなく、事業期間後を含め

た「ライフサイク ルコストの低減J。

- 供用開始か52年9か月が経過して

平成17年 4 月に供用開始した学生交流棟

は、学生・教職員の生活環境改善だけでなく、

地域にとけ込んだ施設として大阪大学の顔と

なりつつある 。地域の歴史に刻まれたため池

(中 111池) 、里111 ( 待兼山) に隣接し、 地域住

民との交流の場としての役目を果たしている

ことから、「大阪大学キャンパスマスタープ

ラン」の整備方針として、学生交流; ! ' ，I ! とセッ

トでシンボル空間を創造、中山池親水広場と

して整備することとしている。

このような環境のなかで、具体的には平成

18年度には地域の人を招待しての「宙コンサ

ー卜」や、 5 月 1 日の創立記念日に卒業生や

教職員 OBがキャンパスに集い、記念日を祝

う「ホームカミングデ Ｍｊ の懇 ｦｾ 会場として

{史問している 。

また、学生支援謀事務室、キャリアラボ、

留学生相談室等を配置し、学生教職員の支援

の場としての役割も見逃せない。

今後平成30年 3 月末までの事業期間中に、

種々のニーズに対応できるフレキシブルな施

設であり続けることを期f守したい。

文氏。 喜田一也

( きだかずや大阪大学学生音1I学生支媛;w謀長補佐)

15 



国

総合地球環境学研究所

- 設計者の立場から-

岡 本 隆

180 

地球研PFI 一般的なPFI

一般に多い基礎点加点、が60: 40であるのに対し、

地球研PFI では、 60: 100と加点が大きく、非価格要

素での競争が重視された

16  謹績と社会 ・2∞8.2

- 総合性の魅力 :

分離・分断力'5連携・総合化へ

まず、ポジティブな聞について述べよう 。

私はP FIという手法の最も意義のある点は

その総合性にあると考える。20世紀が分離 ・

分析の l時代、 21 世紀は総合化の時代とはよく

言われることである 。地球[ i J f がその一角を占

める教育・研究の分野を見ても、今最もホ ッ

トな話題は、いかにして細分化されてしま っ

た学問をもう 一度総合的に見るか、そのため

に交流を活発化するかである。そんな変化し

つつある社会にふさわしい施設整備を進める

ためには、まずものづくり ・ことづくりの体

制そのものが、分断化を脱却する必要がある

だろう 。官庁工事では、極端なI11J では建築設

計と設備設計は別発注、院理! は第三者監理、

工事発注もパラコンが当然、機器、家具発注

も別など、まるで分割し分離することに価値

があるかのような! 惑があるが、そこからは諜

題を大局的にとらえ、それに応える総合的な

fl j 1 ( 決策を生み出そうとする力は生まれにくい。

それに比べると P FI というプロジェクト形式

の中で、設計 ・工事・維持管理( ・運営) が

注が分断されていれば困難な対応であるが、

結果として当初の願L、どおり地形の改変を食

い止め、 工事賀も削減できた。

もうひとつは維持管理に関するものである。

地球研では景観への面白怠と建物長寿命化の観

点から外壁に焼き杉板Tl 占りを提案・採用され

ているが、このおよそ一般国立大学 ・研究機

関とは呉なる発想の材料使用も、事業者が維

持管理者のJ. ' t 任を踏まえて検討 ・提案するが

ゆえに採用の運びとな ったものと 言えよう 。

植栽 ・外柄引晒も一般には維持管理費削減の

ために抑え気味になるところが、ここではき

め紺|かな布倒:長が盟かである。これも盟かなT l J f

究環境づくりという目標を、維持管理者も合

めたチームがつくろうとした結果である。

一括して発注され、おのおのに強みを持つ各 国価値か価格か? それが問題だ

者が強く述携をしながら進めていけるものづ 事業者選定について

くりは、はるかに総合性が発押されやすい。

地球研プロジェク卜でも、その威力が綴々な

ところに発揮された。ややlf'. 少ではあるが、

イ本的な例を挙げよう 。

ひとつは地球研敷地内の既存林道ののり面

である 。京大の演習林保全のための創11い林道

は何十年も前に無造作に切り取られ、! 協は|

然の土が露出したがけであ った。できるだけ

既存の地形を残そうと、林道をそのまま敷地

苦労はいつにもあるが、結果としてできた

地球術 を訪れた研究者から、単に建物ではな

く総合的ななl床で研究環境としての盟かさを

コメン卜されるのがも っともうれしいときで

ある。振り返って見れば、 地球研では設計者 ・

事者 ・維持管理者の紫密な連携のチームづ

くりのうえに、発注者( 弓使用者) も参画 し、

一体感のある プロジェク 卜進行が実現されて

いたと思う 。参加l企業が三位一体とな って研

内道路として使おうとしたが、開発要綱のま 究所設立の理念に応えようと、共通の目標に

まに扱うと、そのがけには大きなコンクリ一 向かえたととが一体感を持ち得た要因ではな

卜擁壁をつくらなければならない。せっかく

長い間安定してきた地形 をわざわざ削って、

長大な コンクリー卜の壁をつくりたくはない。

そとで参加チームで協議した結果、コアボー

リンク事で、既存土の安定伯ニを確かめた上で、植

栽によ ってのり而保諮を行う工法を提案する

ことにな った。安定性説明のためのボーリン

グ ・協議その他の自叩は発生するが、巨大な

擁壁を節約できる分で補える 。設計と工事発

かったかと思う 。

f詰初から i忌後まで付きまとう のは、そのプ

ロジェク 卜がよい建物・運営を求めて発注さ

れるものなのか、少しでも安く上げようとす

ることを優先するのかである。建前としての

「安 くて良いものJ などではなく、も っと真

剣に、発注者が何 をどのように求めるのか、

実現しようとしているのかを参加企業は問う 。

地球研プロジェク トで最も印象的だ った点



は 選定方式の中で「質重視」が明確に位置

づけられていたことである 。別図で見るよう

に、他事例と比較すると、得点合計の中で「基

礎点J (参加者が参加 を認められた時点で一

律に受け取る) に対して、「加点J ( 提案内容

によって勝ち取る) の比重がはっきりと大き

くなっている。また評点のつけ方も同じ点数

の ｾ資並び とならないような審査方式があらか

じめ決めら れている 。L 、かに 「非価格要素で

の努力枠」が大きいかがわかる 。これらはコ

ンペ開始時にあらかじめ公表されているが、

実際に参加企業が身にしみたのは、 価格で、の

順位が低か ったに もかかわらず当選したとき

である 。発注者がこのように明確に質を重視

する姿勢を示したことは、設計者だけではな

く、工事者を含めた参加チーム全員に対して

はっき りとした方向付けを与え、参加企業チ

ームがひとつの目標に向かつて連携できる下

地をつく った。選定基準のあり方が、大きな

方向を決めたと言え る。

まず発注者f l ! 1] が、事業者選定に当たってよ

り高い価値をっくり出そうという態度を明確

にしたときにや っと、 PFI の総合性が価値を

創造するもの として出発が 切られる のである。

参加企業は、その心構えをよく見ている。

. 今後への提案

地球研プロジェクトは、 tli iJ 約は大きいが豊

かな緑の敷地に恵まれ、当初に示された研究

所の設立理念や質重視の事業者選択姿勢も 明

確で、あるなど、かなり条例の整ったものであ

った。幸いにしてコンペ案の設計理念が研究

所の活WJ 1] 針にうまく共鳴するものであ った

ために、事業者選定後の設計・工事も - {:制惑

を感じながら円滑に進められた。 しかしPFI

の発注状況によっては、事業理念がよく伝わ

ってこなかったり、経済的追求が陵先してし

まったり、事業者決定後のやり 取りの困難さ

といった話も 聞こえてくる。

そのような議論を踏まえて、今後PFI がそ

の長所をも っと 活かせるために、設計者とい

う立場からのコメントをしたい。

・独り言から対話ヘ

ができるだけ事業理念を 明確化する ことで、

事業1凶旨にふさわしい提案ができるよう望ま

れてL 唱 。 しかし現実にはPFI での要求水準

書とは、単なるリス トであって、L功、 lこ正liIi i

を期し詳細に記述さ れていた としても、結局

のところいわば独り言である 。とりわけ、と

きには相互に矛盾する要求項目に対してどの

ような優先順位をつけるかが難しい。それこ

そが設計の本質となるものであるが、設計者、

は発注者の「独り言」を 聞きなが ら、精一杯、

の想像の中で応募案づくりに取り組むしかな

い。われわれの案が高い評価を勝ち得たのは、

われわれがつけた優先順位が発注者の理念に

「たまたま」合致 したということに過ぎない

とも言 えるだろう 。実際の多くのPFI 事業で、

理念を明臨に把握できなかったり、ぴった り

それにJあえ るという「たまたまJ が起こらな

いために、発注者 ・事業者ともにもどかしい

思いを持つこともあるという報告もなされて

いる ( 内閣府委託調査*) 。

私は、設計とは発注者( 使う側) とつくる

仰!との対話の過程を凝縮していったものだと

考えている。特に日々研究活動を営む研究所

のように、環境と行動とが切 っても切り離せ

ない生活空間において。地球目Ilf でわれわれは

参加型の設計プロセスを提案したが、当選後、

その参加型プロセスが言|画案を「煮詰めてJ

p く上で大いに役立つた。研究室の 1 フロア

プランや中庭を 中央に置いた回避型、既存斜

面を利用 した 3 レベルのアク セスなどの主要

コンセプ トは残しながら、周辺各室の配列や

階構成はユーザーとの摺り合わせで大きく変

化し た 。 たとえばコンぺ案で 研究 室の 中庭 ｾ ｻｈｬ ｉ

に通って いた廊下は、もっとコミュニケーシ

ョン を活発にするために研究室の中央部を串

刺しする形にな った。「摺り合わせ」に よる

設計変更は現場段階に入っても行われ、当初

の要求がさらに「煮詰めら れ」て L、く。それ

は避けられるべきことではなく、深化のプロ

セスとして積極的に柔軟に対応されるべきで

ある 。それを可能にするのは、設言|者 ・工事

者 ・維持管理者のチームの熱意であり、透明

性と連携怖である 。要求水準を詳細に明確に

現在のPFI コン ペと いう形式の中では、ま 規定しておく乙とで、まるで発注後の変更を

ず要求事項を発注者が{確立し、それを受けて 削減できるかのような期待が語ら れる が、む

各事業者が提案を競うことになる 。発注者側 しろ 、あらかじめ一方的に決めつけておくこ

との限界を踏まえ、事業者決定後にこそ必要

になる柔軟性と公平性をどのように確保して

おくかが、今後のPFI 発注システムの謀題だ

と考える 。

・応募負担の軽減

さて最後に、設言一|者の立場から応募の負担

について述べたい。

PFI のコンペに参加するという乙とは、ほ

ぼ l 年にもなる準備期間を通じて、参加企業

体は大変な先行負担を引き受けることになる。

特に、その中のかなりの割合を設計業務が占

める 。設計プロポーザルと違って総合評価入

札では、工事費を算定するに足るレベルの設

計が必要となるが、その膨大な作業を無償で、

もしくは印ばかりの参加費用で、多くの設計

者 ・工事者がひとつの案以外は雌実に無駄に

なることを承知でやることになる。乙のこと

が多くの意欲的な企業 ・設言|者が活発にPFI

に参画するととを困難にしている 。 しかも今

の総合入札11ヲ式では、その参加企業が無償で

考えたものを枠組みとして全体の金額が決定

され、以後、長期間にわたって維持管理や場

合によっては運営までが決められる 。その土

地、その事業にもっとも適切な !9i1oを|時間をか

けて練り 上げる べき建設プロジェク 卜は、 事

業者が選ばれて発注者との対話が始まってか

らが本当の仕事の始まり であって、事業者選

定を 、既製品のカ タログ販売と閉じ次元の、

スペックを比較して買い物 をするようなもの

として取り扱うべきではないと考える。

事業者選定時に、 参加に対する十分な報酬

を百四昔、した上で、対話などで丹念な意思疎通

を計ることも有効かもしれない。また、むし

ろ提出物を簡略化 して参加者の負担を軽減し

ながら、公平で、有意義な事業者選定を行える

ような手法が追求されるととも、選択肢とし

てあるだろ う。先述したように、 P FIには総

合性としサ現代社会が求める長所がある 。参

加1事業者への先行負担を少なくする方法がと

られれば、も っと多くの設言|者が創造的な設

計活動の場として参画できるだろう 。

* 内| 刻府委託調査 fp F njc業における総合3十日li 等入札

手続きの実態の把躍および今後のあり ) j に関する調

査」平成19"'1三3 月

( おかもと たかし )  

株式会社日建設計設計部門 設il l室室長 l

17 



総合地球環境学研究所

- SPCの立場カ￥ら-

佐藤尚宏

18  建築と社会 ・2∞8.2

総合地球環境学研究所( 以下地球研) は、

平成13年 4 月に文部科学省( 以下文科省) に

創設された機関で、生態学や植物学などの理

系の学問と経済学、哲学、考古学といった文

系の学問との両面から総合的にアプローチし

て、 地球環境問題の本質を明らかにする こと

を目指している。

本施設は、総合地球環境学研究所施設整備

事業によって整備され、現在、維持管理，期間

の 2年目である。私たち事業者は、 一貫して

合わせた施設整備主体のPFI 事業は、同時期

に発注されたPFI 事業に多く見られるが、こ

れは一般に施設整備を目的としており、経済

性偏重な事業となっている場合が多い。

ところが、本事業では提案内容が重視され

る採点基準であったため、他の事業と比較し

て民間事業者としての創意工夫を提案するこ

とができた。そこで、「良いものj を提案して、

次に「コストを抑えるJ 乙ととした。

地球研との「対話」を重視している 。乙れが、 ・三位一体+ ユーザー参加

本事業を順調に進めている理由ではないだろ 私たちが入札に向けて プランを検討してい

うか。 る当H寺、 慨に地球研は研究所として発足し、

- 本事業に取り組んだ理由

設計 ・建設 ・維持管理( 運営) を一体的に

受注するシステムである PFI 事業は、イ ンフ

ラ整備の成熟期である圏内での、新しい取り

組み手法である 。設計者にとっては公共建築

物に自由な提案ができることが、施工者にと

って は設計 ・施工一体型の施工能力を発揮で

きる場であることが、 維持管理者にとっては

長期にわたる業務委託契約が、そして、 SPC

にとってはその事業ノウハウを習得できるこ

とが、魅力的であり、取り組むことにした。

さらに、 地球研は創設されて聞も ない機関

であり、 地球l i J fの歴史とともに歩むことがで

きる PFI 事業であったことも、本事業に参画

した大きな理由であった。

- 地球研PFI

本施設は、 BTO方式により整備されてい

る。この方式は、設計 - 建設が終わると施設

の所有権を民間事業者から公共側へ移転し、

事業期間終了H寺まで民間事業者が維持管理を

行う方法である 。

一般にP FI事業には、運営( 例え ば付帯す

るレストランの経営など) が含まれる場合が

あるが、本事業に運営は含まれていない。

このような施設割前と維持管理のみを組み

事業スケジュール

平成14年 9 月 笑施方針の公表

平成15年 7 月 事業者選定

平成16年10月 事業契約

[設計 ・建設j則11日]

平成18年 4 月 オープン

[維持管理業務Jijjl 日11

平成30年3J ' 1 事業終了

仮住まい( 元小学校跡) の中で活動を始めて

いたので、ユーザー( 研究者) の使用状況を

推測できる環境にあり、提案内容に反映させ

ることがで、きた。

さらに、 実際の設計に あた っては、設計者 -

施工者 ・維持管理者の三者に加え 、ユーザー

である研究者施設管理者が加わり、提案プ

ランを見直す協議会( 設言十調整会議) を開催

することを、入札提案書で提案した。

そして私たちが事業者として選定された

後、まず最初に、この五者による 協議会を|瑚

催し、提案内容を見直すことを行った。

次に、 地球環境学を研究す る機関の施設整

備であるから、 「総合地球環境学を実践する

場J と捉え、自然と向き合った設計 ・施工を

行い、里山の生態系の保全と復原に努めた。

例え ば、建設中に植生研究者から、「移植木

が同種であ って も、生息地域が異なれば辿伝

子レベルでは紫なるので、植樹すれば“ 辿伝

子汚染" の原因となるJ と指摘された。そこ

で、移植松同三の原産地を調査し植栽計画を見

直すとともに、隣接する演習林から採取した

種子を吹き付ける工法を採用した。

また、施工者の提案 ・詳細なit [lj 量のもとに

設計を変更し、当初は道路l隔を確保するため

に伐採予定だ った モミジパフウの木々を、枕

木歩道部を切り欠くことで現地に残した。

このような見直し ・提案作業は、施設整備



1!J に大きく b開 1する。 しかし、費用の増減が

発生しないように設計者 ・施工者と調整を繰

り返すことで、 地球研の要望に応えた施設を

完成することができた。

との五者による協議体制は、「利用者への

サービス向上J の追求であり、維持管理則問

の現在も、継統して実施している。

. PFI では維持管理者が提案できる

PFI 事業では、設計段階から維持管理の効

率性を考えた施設整備が可能になるととも

に、維持管理者の持つノウハウや創意工夫に

よる、フレキシブルな業務内容を提案できる。

本事業を例にとると、山裾に沿う施設計画

で非常に劃j線が長い計画となったため、ゴミ

庫の位置をｾ物中央付近に配置するように縦

持管理者からの提案があった。 これにより、

ゴミの回収効率が向上するとともに、利用者

の自主管理のしやすさも実現した。

また、 3万rri という広い敷地を管理するた

めに、電気自動車を採用し、清掃業務のみな

らず荷物の運搬等随所でも活用している。 こ

れは、維持管理者の発案で、当初から言「画に

入れた内容である。

- 地球研PFI における問題点とその対応

1  ) 性能発注の問題点

事業者は、ｾ求水準苫を読み取り、提案す

る建物に入居する人々の利用方法を“ 推測11"

して維持管理内容を提案する。そのため、雌

案した業務内容と発注者が期待する内容と

に、食い違いのあることがある 。

例 えば、 地球附ハ ウスには単身用・夫婦

用・家族用の宿泊室があり、要求水準書では

「単身室のみj のリネンサービスを求められ、

技用を計上していた。維持管理段階に入り、

地球研からはすべての部屋においてリネンサ

ービス ・セルフサービスのコース選択ができ

ることを要求された。

また、設計 ・建設期間中に、発注者や利用

者から新たな要望も生まれたりする。地球研

では要望により、要求水準蓄には含まれてい

ない機器を調達したり、新たにEVを設置し

たりしている。

ところで、維持管理にかかる委託費も、施

設整備費と同様に固定である。実際のプラン

で管理主業務を見直すと、新たな内容が生じた

ことから、予算を超えていることが判明した。

設計・建設期間中、施設整備111は増減が発生

しないように調整できたが、維持管理而まで

検討する余裕は無かった。

2 ) 業務内容の見直しと費用負担

運用開始にあたり、発注者と維持管理体制

の摺り合わせを行った。と乙ろが、実|探に運

用を始めるといくつか問題が発生したため、

初年度の l 年をかけて協議 ・検討し、体f I j りを

整えた。というのも、 地球研に限らず施設の

利用者の要望・不満は、 実際に施設を利用し

てからはじめて具体化す るものだからであ

る。例えば、増設したEVなど地球研の要望

によ って追加した施設・機器にかかる維持管

理賀は地球研の負担とし、宿泊施設のリネン

サービスなどは業務内容を見直すことで事業

者が協力した。

現在も、研究者からの新たな要望があるご

とに業務内容を見直し、要望に応えるよう努

めている 。

- 今後のPFI 事業への要望

1 )  L C Cの節減

物価指数を基準にしたため、維持管迎を開始

した 3 カ月後に減額にな った。

PFI 事業では、 10- 30年という長期にわた

る事業コストを、入札という側格競争のある

瑚境下で算出しており、外部の変動要因に対

応できる範囲は非常に狭い。

3)  S PCが担う業務内容の明確化

S PCが担う業務内容( ' O 用) も、価格競

争のために圧縮してしまうことが通常で、実

際の運営賀・を賄えているとは言いがたい。

そこで、 S PCの業務内容と運営体制の明

確化による S PC運営費の適正な計上を、入

札における評価項目として取り上げれば、適

切な運営費の計上ができると考えられるの

で、是非に検討願いたい。

- 地球研PFI に携わってみて

このような問題は、本事業に限らずあらゆ

るPFI 事業に当てはまると思う 。本事業の経

験を通じ、施設整備期間以上に、実際に建物

を利用している維持管理期間の対話( 協議)

が重要で、あると感じた。詳細に摺り合わせを

行えば、費用の増減が少なからず発生する 。

事業契約書に変更に関する記述も明文化され

PFI 事業においてもっとも議論すべきコス ているが、維持管理業務の内容の変更を想定

卜は、 L CC( ライフサイク j レコスト) で、ある。

事業者は、維持管理者のノウハウを活かし

てL CCの節減を提案する。 ところが、入札

価絡の審査基準に占める剖合は大きいため、

建物の建設といったイニシャルコストだけで

はなく、 L CC ( 維持管理費用等) について

も過度の価格競争を強いられてしまう 。木来、

不測の事態に備えて費用を計上( 予備白の計

ー) しておくべきだが、このような価格競争

の中では、十分に予備賀' を計上できない。

また、要オ対立準書の「性能を; 常にi f . mたすこ

と」との記載は、基本は竣工当初の性能につ

いての要求である 。仮に竣工H寺と同じ性能を

維持し続けようとすれば、相当のコストが発

生する。施設管理者も、経年劣化による施設

の性能の低下を許容しているが、その低下の

数値化や許容範囲は明確ではない。

これらは、将来における不安要素である 。

2 ) 物価変動リスク

もう 一つの将来の不安要素として、 l抑制変

動リスクがある。本事業では、契約時点での

した契約でないのが実状である 。

そごで、今後は設計費 ・ 建設 Ｑｾ ・ 維持管理

賀のすべてにおいて、発注者や利用者の当初

想定からの差を修正できるシステム( 事業契

約変更協議) の採用を希望する 。

- さいとに

本事業は、順調に進んでいる 。これは、私

たちが「対話」を重視してきたことが理由と

考えるが、それ以上に、地球研の担当者の方々

に事業を成功させたいと L 寸熱意があるから

ではないか。問題が発生した際、「すべて事

業者の責任」とか、「契約条件以外である」

という遣り取りよりも、解決に向けて五者で

常に協議( 対話) しているからだろう 。

地球研からノーベル賞作平士が生まれること

を楽しみに、毎日清掃するスタ ッフがいる 。

そして、 「ありがとう」とお礼 を述べて帰国

する、地球研が招1[与した研究者がおられる。

そういった| 刻係を、今後も、続けたい。

( さとう なりひろ 西松ｾ設株式 会 村ｼ刻内支脂営業剖 Ｑ Ｉ
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PFI 事業 !

岡山県総合福祉- ボランティア . NPO会館

きらめきプラザ

過疎化・少子高齢化や家庭保境の急速な変化による 生 活弱者

の増加 、 障害 をも っ人たちの秘極的な社会 参加|の推進、 :復4¥ffi

化する消費生活など、 生 活をとりまく環境の変化か ら福祉サ

ービスに関するニー ズは多様化し、増大している 。 一方、経

済環境の変化 による財源不足の深刻化により、福祉に関連す

る行政予算の確保は年を追うごとに困難な状況にある 。

当言|画 は、 このような背景 のもとボラ ンテ ィアやNPOなど

民間の活動と行政サ ー ビスとの連機を図り、県民総参加によ

るいきいきとした社会づ くりと確かな福祉社会 の実現を fiBlli

するために、築後40数年を経た 旧国立 岡山病院の主l ! 物を、県

の福祉に関する総合 拠点施設としてコ ンパ ージョン整備した

ものである 。

整備にあたり、福祉活動の拠点としての機能や特色から、 ①

バリアフリー、ユニパー サルデザインの推進② 開 成負荷 低 減

への配慮① 高度情報化への対応ーという整備方針のほか、 fl¥'1

造体の耐震安全性の1 . 25倍割増しと、設備の耐 震対策として

建築設備耐震設計- 施工指針にある耐震 ク ラスA を満足する

ことが求められた。

ここでは、耐震補強やコ ンパー ジョン での様々な機能的な課

題を解決し 、同時に JJ;:I ;境負荷の低減や街並みの景観を一新 す

る付 加価値 を生み出す手 法として 、 ダブルフレーム桝法を開

発した。 解体・新築に 対し て37 %のV F M効 果 (岡山県試算)

をあげたほか、 ダブルフレームによる熱負荷 の削減や、太陽

光 発 電 を は じ め と す る 自 然 エ ネ ル ギ ー の 活 用 に よ り 、

CAS BE E  S ランク ( BEE=4.1) を実現した 。

年 間185，000人 (2006年) の利用者 を数え 、 世代を超 えて線々

な人たちに活用されている 。

. 建築慨要

所 在 地 一一 岡山市南方二丁目 13-1

設計監理 一一 竹中工務庖

施 工 竹中工務庖

敷地面積 一一 14，730.17rri

建築面積 一 - 5，767. 97ぱ

延床面積 一一 20，796.48rri

情造規模 一一一 SRC、RC、B1 F7 P2  

工 期一一 2004年 9 月- 2005年 6 月

. PFI の方式

事業方式 一一 BTO方式

事業主体 岡山県

事業期間 一一 2003年 7 月- 2020年 3 月

下 [

|  岡山県 |  

l  PFI 事業契約

SPC I  

サポートオアシス岡山側 |  

代 表 企 業

ダイヤモンドリース側

維持管 理 運 営 設 計 建 設

須田修司 竹中工務J;l?，JT. !斗支脂設計部

南 面 外観

左が改修前

上 が改修 後
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門

町

立

1

T

T

北 面 外観

右 が改修 前

下が 改修 後

ダブル

フレーム

既存部分

ダブル

フレーム

耐震要素はダブルフレームに

集約して、内部の既存耐震壁

か て 徹 去 〉

設備スペースや水まわりを

ダブルフレーム内にまとめ

執務空間のフレキシビリテイ

を向上

ダブルフレ ムを活用した

メンテナンス通路と緑化テラス

3 階 平 面 図
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焼杉板張りの外観が親しみやすい景観をつくりだす 地 球 研 本 館 ・プロジェヲト研究室

外鍵はすべて外断熱とし、 空調負荷の軽減と躯体保積を実現している 自然換気と自然採光により環境負荷の低減を実践する

22 闘 と 社 会 ・2鵬 2



PFI 事業 2

総合地球環境学研究所

施 設は、 ｲ ｊ 也 ｉ Ｉｊｾ ｬｩ 庁本官 官 ｵ と 研 究者の宿泊施設 「 地 球研 ノ、 ウス ｊ

からなる 。環境問題に関する多くの研究機関があるが、 地球

砂fは 理系 ・文 系 の様 々 な 分 野 か ら地 球環 境 問 題 の 実 態 を 捉

え、その解決を目指す文理府rt i合の総合的 アプローチを特色と

する 。研究 の j拘置化 を避け、異なる研究分野間の交流・啓発

を促進するために、ここ に集う 研究者がおのずと 議論の輸を

広げ、互いに切l差琢磨できる ようなしかけのある研究環境と

して、「ワンフロア配置J r大 部 屋J r回 避型 動 線」を 特徴と

する空間を つくりだ した 。 また、 地球研ハウスにおいては、

研 究者 同士の日常の交流がおのずと 促進される住環境づくり

を目指した。

外装に、瓦の大 屋根、焼杉板の外壁等 の 日本の 伝 統的 な形態 ・

素材を積極的に継承 することで、 里山の緑の中に建物がイナむ

京者11. 北山 らしさを次代に伝える 「長持ち する 景- 観J づくり

を志した。

また、 「高窓J r越 屋根」等の 日本の伝統的な換気 ・採 光 装 置

に、コ ンピュータ 制御 された開 ｉｾ Ｇ ｉ . 調光コントロールシステ

ムを組み合わせ自然のエネノレギーを存分に活用することで、

空調負荷 ・照明負荷を大幅に低減した。 まさに 地球 環 境 を 研

究する施設にふさ わしい省エネ 建築となった 。

・建築概要

所 在 地 一一 京都市北区上賀茂本山457番地 4

設計監理 一一 日建設計

施 工一一 西松建設

敷地面積 一一 31.354. 17rri

建築面積 一一 6，256.68rri

(地球研本館5，609.59rri /地球研ハウス 647.09rri )

延床面積 一一 13，154.37rri

(地球研本館12，195.20rri/ 地球研ハウス959.17rri )

構造規模 一一 地球研本館 : RC造一部S造、B1 2F  

地球研ハウス 円C造、 B1 ・2F

工 期一一 2004年 7 月- 2005年12月

. PFI の方式

事業方式 一一 B T O方式

事業主体 一一 附SPC地球研サービス

事業範囲 一一 設計 ・建設 ・維持管理

事業期間 一一 2003年10月- 2018年 3 月

・構成企業

運営会社 一一(補SPC地球研サービス

SPC構成企業一一

建 設一一 西松建言鎖倒 ( 代表企業)

設計監理 一一側日建設計

維持管理 一一側東急コミュニティー

久下武彦 七l建設計設計削 ''' 1設計 室

ーう

地球研全体配置図 S =I : 40∞ 

セう$

地球研本館 1 階平面図 S =1  :2000 

地球研本館~研究者同士の交流を醸成するワンフ ロア配置+ 回遊動線~

中j廷を四んで、大部屋型の研究室、図位室等研究に関連する部屋のほとんどを配位。片

方の端iに通用口、反対{日11に食堂をおいて、 研究者が自然に回遊する鋭l線をかl り出した。

回遊勤続! 沿いに研究者同士のコミュニケーシ ョンスペースを意識的に配置した。

地球研ハウス外観 地球研ハウス中庭

地球研ハウス~生活の場での価値ある交流~

海外からの研究者にとって、家族ぐるみの交流は政重な体験である。研究者とその家族

たちの交流が最も 「価値あ るものj という認識のもと、 地球liJ fハウスでは、 一般的なマ

ンシ ョン・アパートとは全く逆に、共用ス ペース ー中庭に l句かつてリビング ・テラスが

向きあう交流型プランをつく った。さらに交流拠点として、中庭に而して共用ダイニン

グサロンと l凌炉のあるラウン ジを配位し、居住者の佃l他ある 「交流の場」とした。普か

らある集務のような付1 まいの 「研究者村」が誕生した。
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近
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東近江地域の中核病院であった近江八幡市民病院を、医療需

要の高度化・多様化するニーズに対応できるように移転・新

築する P FI事業である 。病院施設の設計 ・建設、所有、維持

管理、運営業務( 医療行為を除く) 、資金調達までを 一貫し

て行う全国初の本格的病院PFI 事業で、英国における PFI 事

業に最も近い事業範囲となっている 。

提案段階より運営協力企業と連携し、施工 ・運営面 と の 協

働・合意した設計提案であり、 「し、い医療」 を行うために、

医療スタ ッフと SPCスタッフがコラボレーションできる病

院を目指し、近江八幡の美 しい自然や町並みと 一体とな った、

この規模では珍しい低層型病院である 。

l 階だけで外来診療が完結するワンフロア外来、そして四季

折々の表情を備えた屋上庭園に固まれワンフロアに 4 看諮単

位を配置した 2 層構成のテトラユニ ッ ト病棟など、革新的な

平面計画としている 。低層型だからこそ 実現できたビ ッグコ

アを支援業務と搬送業務の拠点として、 SPCが医療スタ ッ

フをし っかりサポー卜する日本型PFI 病院のモデルとなる医

療施設を創出した。伸びやかな田園地帯の景観と調和する瓦

葺 き勾配屋根として地元産 “八幡瓦" を葺き、建物周囲には

掘削土を転用した築山状緑地を配することにより、 緑の丘の

上に立つ 2 階建ての邸宅をイメージした。

. 建築概要

所 在 地 一一 滋賀県近江八幡市土田町1379番地

設計・監理 内藤建築事務所 ・大林組設計 ・監理業務共同体

施 工 大林組

病 床 数 一一 407床

敷 地 面 積 一一 56. 000ni

延 床 面 積 33.873ni  

構 造 規 模 R C 造 免 震 構 造 円 P1

工 期 一一 2004年10月 1 日- 2006年 4 月30日

・P FIの方式

事業主体 近江八幡市

事 業 者 一一一 P FI近江八幡株式会社

事業方式 一一一 30年間・ BOT方式

事業範囲 一一一

①施設整備業務 設計、建設、備品・医療機器調達、医療情報シス

テム整備

②施設維持管理業務 一一 保守管理、清掃、植栽管理、警備

③運営業務 医事、検体、 S P D、給食、消毒 ・滅菌、リネン、利便

施設

①その他業務 ー一一 引越、解体撤去、経営 コンサルテ ーション、所有権

移転 (30年後)

近江八幡市

湯浅篤哉 大林組本底建築設計第二部医療ー 医薬施設ク' ループ主査
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PFI 事業 4

四日市市立小中学校

施設整備事業

本事業 は、昭和30年代に建設さ れ、老朽化し た三重県四日市

市の市立小中学校 4 校( 南中学校、 続北中学校、港中学校、

富田小学校) の改築 ・改修と約20年間の維持管理業務を一指

で行う PFI 事業である 。PFI 手法による複数校一括整備は全

国で初めての試みであり、最近の学校施設の耐震化 ・再生整

備等を背景として、多くの地方自 治体から関心を集めている

PFI 事業のひとつである 。

設計にあたっては、民間の創意工夫を最大限 に発事F t する PFI

事業の理念のも と、 「全校にお いて良好な教育! ! i ' J 境を維持す

るため、要求水準以上に早期の施設供用開始を目指すj とい

うコンソーシアムの事業コンセプ トを基本要件として捉え、

仮 設校舎の使用を極力回避した配置計画としている 。加 えて、

「地 域に愛される学校づくり」の実現を目的に、おのおのの

街並みと調和する統ー した外観デザインを導入するととも

に、明快な動線計画、将来の転用等を見据えた諸室構成、効

果的なユニバーサルデザイン採用、全校ともエコスクールの

認定が可能な施設計画等に配慮し た設計と した。

. 建築概要

設 計一一 日建設計・大成建設設計共同体

工事監理 一一 日建設計

施 工一一 大成建設 ・大和ハウス工業 ・ナル ックス・シーテ ックJ V

施設概要 一一

南中学校 敷地面積 23，772雨、建築面積。 5，864ni (改築部分)

延 床 面 積 改 築10，821 ni 、構造規模 RC造 地 上F4

橋北中学校 敷地面積 23，557ni 、建築面積: 3，683ni  (改築部分)

延 床 面 積 改 築6，776ni ・改修約2，000ni

構造規模 R C造 地 上 円

港中学校 敷地面積・ 22，953ni 、建築面積 4，140ni (改築部分)

延 床 面 積 改 築7，713ぱ・改修約1，100ni

構造規模 RC道 地 上 円

富田小学校 敷地面積 21 ，076ni 、建築面積: 4，074ni  (改築部分)

延床面積・改築9，379ni . 改修約4，300ni

街道規模 RC造 地 上F4

工 期 一一 南中学校 ・橋北中学校 2005年 1 月- 2006年 3 月

港中学校・富田小学校 2005年 6 月- 2006年 8 月

. PFI の方式

事業方式 一一 BTO方式

事業主体 一一 SPC (ょっかいち スクールサービス(械)

事業期間 一一 2004年6 月- 2027年3 月 (約23年間)

事業内容 一一①施設整備業務( 設計、施工、工事監理)

②維持管理業務( 建物 ・設備保守管理、外情・植栽維持

管理、清婦、安全管理等)

PFI 事業契約

四日市市

大成建設側 側日建設計 側目建設計

大成建設側

みずほコーポレート銀行

第三銀行

百五銀行

三重銀行

A  融資 f 一一一一一一、

注 F 己豆J

大和工商リース側

古谷隆行 大成建設都市開発本部PFI 推進部課長代目!

南 中 学 校

校 庭

橋 北 中 学 校

普 通 教 室

港 中 学 校

図 書 室

宮田 小学 校

普 通 教 室 ー

オープン

スペース
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PFI 事 業 月

長崎市立図書館

本事業は、長11崎市が県下初のP FI方式 ( サービス購入型BT O

方式) により図書館や地域コミュニティ施設等を整備・運営

するものである 。

図書館運営企業、施工企業と設計企業がト分に連携、協議し

た応札提案をベースに、設計段階、工事段階には、長崎市も

加 わって更なる協議を続け、市民に対し質の高いサービスを

提供できる図書館づくりを目指した。

長 11崎市街地の中心、原爆被災直後に臨時救護所となった新興

善小学 校 跡地 に図書館を計画するにあたって、「者11市の中に

新しいみちをつくり、まちをつくる 」をコン セプ トに、通り

抜けのできる十字型平面の |次抜空間「クロスロード」を計画、

乙の「クロスロード」を共有して図書館・多目的ホール ・地

域コミュニティ ( 集会室) . 救護所メモリアル( 展示室) を

配置し、分かりやすく誰もが利用しやすい平面計画とした。

外観は長崎の街の歴史を感じさせるレンガの建物のイメージ

を継承した施設と透明感のある開放的なガラスカーテンウオ

ールで村i成。 このカーテンウオールには植栽を施した「緑化

j  レーパーJ を設け、新しいスタイルの建築緑化 の提案を行っ

ている 。 この 「緑化ルー パー」は日射調整の機能を持つとと

もに、緑越しに街を眺めながら読書のできる気持ちのよい空

間づくりに寄与している 。

図書館機能としては自動開架書庫 ・本の自動仕分機 ・ベル ト

コンベアによるブックポスト自動返却システムなど積極的な

管理システムの自動化 を行い、新しいスタイルの図書館とし

て言十画している 。

. 建築概要

所 在 地 一一 長崎県長崎市興善町 1番 1号

設計監理 一一三菱地所設計 ・安井建築設計事務所J V

施 工一一 鹿島・上滝・西日本菱重興産J V

蔵 書 数 一一 320，000冊

敷地面積 一一 5，887. 67ni

延床面積一一 11 ，658.94ni 

情造規模 一一 柱S R C造+ 梁S 造、一部R C造、 S造 F 4 B1 

工 期一一 2006年 3 月 1 日- 2007年 9 月30日

. PF I の方式

事業主体 一一長崎市

事 業 者 ー一一 株式会社長崎クロスライブラリー

PFI 幹事会社 一一鹿島建設

事業方式 一一 BT O方式・サービス購入型( 運営維持管理15年)

事業範囲一一 設計建設・運営・維持管理

長崎市

[ 代表] 鹿島建設

図書館流通センタ一

太平ビルサービス

上滝

西日本菱重興産

三菱地所設計

畑 正俊 ・戸川勝 之 安井建築設言|事務所/ 谷 浩 志 三菱地所設; 1"1
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「建築と社会」誌

大正6年3月に誕生した日本建築協会 本建築協会主ft 誌j 、さらに1年後には おりで、パ ックナンバー購入希望は、

(当H寺・|刻西建築協会) の、機関誌 「建築と社会j と改題し、今 日に至 日本建築協会事務局 (T E L 06・6946ー

は 大 正 鮮 明 に 「関西悠築協会主ft制 って L 、る。 6981、FAX 06・6946・6984) まで。

と題して創刊された。大正8年に「日 取り上げてきた特集テーマは下記のと 販売日 ｉｪ 絡は ＱＲ ∞円 Ｈ送料 Ｇ ｾ ￬ ｾ ￭ ＧｬＧｩ 税 含Ｉ。
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腕兵庫県住宅建築総合センター構造計算適合性判定センタ 次長

平成19年 6 月20日の改正建築基準法の施

行に伴い、義務化された 「構造言|算適合性判

定」の業務を行うために、全国で14県知事

以外に42の機関が都道府県知事の指定を受

けて判定機関として業務を開始した。

i 兵庫県における適合性判定体制

兵庫県下の対象建築物の判定を実施するた

め、側兵庫県住宅建築総合センター及び例 日

本建築センターが昨年 6 月 5 日に兵庫県知事

の指定を受けた。

桃造計算適創制: リ定の対象となるのは、鉄

筋コンクリート造で、高さ 20m超など、 一定規模

以上の建築物等であり 、当センターでは、県

下の対象建築物のうち構造計算に大臣認定フ。

ログラムを使用していないもの及び認定プロ

グラムのなかでも利用頒度の高いフ。ログラム

を使用したもの約1，900件を対象としている。

l 当センターの判定組織と判定方法

判定組織としては、当センター内に構造計

図1 判定業務の流れ

算適合性判定センターを組織し、 センター内

に構造計算に関して専門的な意見を聴くた

め、学識経験者 6 名で桃成する「構造計算適

合性判定委員会」も設置している。

審査にあたっては、判定を公正かつ適確に

実施するため、 学識者の部会長を含め 6名か

ら10名の判定員で- 椛成する 7 つの判定部会

を設置して、合議11] 1庁、判定審査を動 匝してい

る。その判定の流れの概要を図 1 に示す。

l 判定業務の現状等

I中f - 6 月の業務開始以降、しばらくは判定

?制賓が無く、第 l 号( 全国的にも l 号? ) の

判定依頼を受理したのが 7 月13日であった。

受理件数は、 7 )=1は 2 件、 8 月21件、 9

月55件、 10月88件、 11月80件、 12月96件、

合計342件であ った。

現在、大臣認定プログラムがないため、審

査はすべて詳細審査であるが、設言|者による

補正、追加説明書の作成期間( 時効中断期間)

を含め、平均的に判定に要した期間は約30

日であ った。

l 判定依頼案件の状況

構造計算の迎合 ｉｾ Ｚ 判定は、建 築基準法第 Ｑ Ｘ

条の 3 に基づき国が策定した「確諮検査等に

関する指刊に従って実施しなければならな

L 、。このため、確認申請書に添付された図書

において不整合や構造計算が不足するなど適

合性が判断できない場合は、判定f制項のあっ

た建築主事や指定確認検査機関( 以下連築主

事等) に対して、「椛造計算が適正に行われ

たものであるかどうか判定できない旨の通

知]J を行う必要がある。

判定に 1か月間支要している理由として、

これまで、の依頼案件のほとんどがこの補正、

追加説明が必要で、あった ためである。

補正等が必要な事項の主なものを挙げると、

①語、匠図、構造図及び桃造言十算書の不整合

①桃造言1-$/羽見要書や構造計算書に設計者の

考え方等が明示されず、数値の根拠も不明

なもの

①突出部の局部地震力の検討など、新たな

基準による検討がされていない

などである。

構造計算書等において、設計者の考え方、

根拠等が明示され、審査する側に設計の要旨

が明確に伝わるものについては判定もスムー

ズに行われている。

l 確認申請手続きの円滑化

改正法施行後、建築確認の手続きが大幅に

遅延し建築着工が減少していることから、手

続きの円滑化が望まれている。

[建 築 主 ま た は 段 計 者l

，事前相Z査資料の作成 ( 1部}

O事前相践提出資料 (電子メール寄)

事前相設・( 傾式指定}

訟計者の考え方判断を記入

参考図・( 必要な場合}

( 意匠図 構造 図 構 造 計 算

圃等)

[建 築 主 窃 指 定 確 認 検 査 機 関]

事前相鮫資料の確箆

相絞内容が、モデル化や路数値の

訟定など構造計障に関する工学的判

断に係る内密であることを確認

構造判定撹周への伝頭車項の記入

事前相麟演料を構造判定機関に送

付 (電子メーJレ等)

[指 定 幡 造 計 算 適 合 性 判 定 機 関l

g 計者の判断 考え方に対して適正

かどうかの判断

(コンサJレ業務は不可)

回答、相献資料の建築主事等への

送付

相談内容に不明な点等があれば、

! ^等で確認する湖合がある

図2 事前相談の流れ

当センターでは従来、受理後早期の判定審

査の開始、設計者ヒアリングの適宜実施など

円滑な判定審査の実施を図ってきているが、

昨年11月からは事前相談を剣包するなど( 図

2 ) 、より 一層の円滑化に努めている。

l 今後の課題及び対応

判定手続きを適正かつ円滑に劉 j包する上で、

の課題としては、

①建築主事等で本来審査すべき事項( 図書

相互の整合性等) について審査が十分にさ

れていない

①判定図書の補正、追加説明が必要なケー

スが多い

①簡略審査が可能な大臣認定プログラムが

認定されず、すべてが詳細審査である

①桃造上の軽微変更内容や計画変更時の判

定の要否基準が決まっていない

などが考えられる。

このような課題に対して、

D建築主事等と判定機関の役割分担を明確

にし、適確な審査の徹底を行う

①設計者が改正内容を熟知することは当然

であるが、 判定機関も指摘事項の表現の工

夫や代表的な指摘事項等の情報保{共を行う

①国においてプログラムを早期に認定し、

市場で活用される

①国における軽微変更内容決定や計画変更

時の判定要否基準の策定による判定対象

が明確化される

ことなどが必要で、ある。

当センターでは、平成19年12月17日付技

術的助言に基づき、建築主事等と述携のもと

判定員の増員や効率的審査体制 を検討し、よ

り一層の適確かつ円滑な判定の劃J芭に努めて

L 、く 。

( やまぐち いちろう)
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機械設備の

耐震安全性確保

亀井浩昭

東大阪市建訟局建築部建築営繕室主幹

• • • 
ｾＧｬＺ ｬ＠

考F |

庁舎断面図

( b) 防振固定の場合

スラブ貫通支持・固定

ハウジンタ形継手

ピヂ

L =50mm以上( 管の11干ひ.径50A- 300A)

耐震固定点

i 本庁舎の耐震性能

また、主要熱源機器類に関しては、浸水及び

搬出入を考慮、して 41穏に設置している。

・配管設備 (立配管)

空調、衛生配管( 液管) については配管荷

重及び＿夜初重を計算の上、 固 定点及ひｾ ［ ｾ辺固

定点を定め、 ライザーユニ ッ ト工法( 全10節)

により搬入施工し、伸縮が考えられる部分に

ついては伸縮管継手、横方向に対してはハウ

ジング形継子、 MD継手等で接続 している。

ガス配管については溶接配管としている。

ほかに、建物導入部分の給水管は沈下対策

のためにフレ キシブルジョイン ト(SUS製)、

排水管は可と う管継手( ゴム製) を使用 して

p る。

ハウジング形継手

の層間変形角を最大として設計施工している。

・機器設備

下表の水平震度を満足する機総選定をし、

対応する防仮措置を講じてL 喝 。

なお、水槽についてはFRPパネルタンク、

欽パネルタンクを使用 しているが、共にスロ

ッシング( 液而揺動) 対応としてボックスフ

レーム構造( タ附I i 強椛逃) の水柿としている。

1967年 ( 昭和142年) 布施、河内、枚岡の

旧3市の合併により誕生した束大|仮市は、以

来、各所に分散した既存庁舎を活用し、行政

サービスを行っていた。

新庁舎は、これら既存庁舎の統合による行

政サービスの向上が目 的とされ、既存庁舎の

老朽化に伴う耐托Z性能への懸念、 OA化をは

じめとした諸設備の進化への対応など、多く

の課題を克服した新しい総合庁舎として設計

施工することにな った。

1994年( 平成 6 年 ) 基 本 設 昔|完了後、

1995年( 平成 7 年) 1月阪神 ・淡路大震災

発生のため、 1997年( 平成 9 年) 基本設計

を見直しした後、 2000年( 平成12年) 工事

に着-予し、 2003年( 平成15年) 竣工した。

. 建築槻要

敷地而般 : 15，000.01  ni 

規模: 地下 2階、地上241精( J 苔屋含む)

i及高7よiさ : 115.8m 

建築市松1:  3，856.16  ni 

回末商紅1:  50，052.13ni 

桝造: 地下はSRC造、地上はS造

ライザーユニット工法

防災拠点施設としての桃造両布主性能は、耐

震安全椛造体 I 類、建築設備甲類及び府間変

形角 Ｑ Ｏ Ｑ ＰＰ 以下 の 市松 ｾ性を確保する 。 Ｈ，官庁

施設の総合市昭主計画基準及び同解説 平 成 8

年版J より)

構造体はI1刊誌桝造( エネルギー l吸収機椛)

で、主: l J ki WI 造部( 位、梁) より先に|制犬する

極軟鋼 制 混ＡＮ｜ｾを設置することにより鐙物の損

fsをi最小|浪にtiiJ える。

なお 、 ｬ ｉｩＧ ｊ ｾ 壁間固には ｃｆ ｔ 位Ｈコンクリ

ー 卜充収鋼管柱) を配し、 建物頂部にハ ット

トラスを設けて11aげ変形を拘111jl J している。

機:l:-i 水糟

設置場所

水平b!{ J.真 (G) 水平震度 ( G)

上層 4 階、 屋 上、

2.0  2.0 

搭屋

中|削階 1. 5  1. 5  

1階、地下 1. 0  1. 5  

l 機械設備の耐震設計

機1威設備に如、ても、層間翻附1/100以下

の両相拙:を確保する建物に追従すべく、問機

32 建篤と社会 ・2∞8.2
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証但
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2剖二三

ルーフドレン 125Ax 4力所

φ-， 

T  

' - '  

排水鋼管用可とう継手 (M D継手) の接合

12日

A  

間変位

パターン

匝函

水銀き

/ ゴム製フレキシブル継手

汚水緊急貯留槽へ

l ライフライン途絶対策

- 給水設備

上水( 飲料水) + 工業用水( 雑用水) の 2

系統化による危険分散を講じている。災害応

急対策活動職員のための上水は地下 2階の受

水槽及び12階、 231稽高置水槽に緊急遮断弁

( 水平加速度200Gal、震度 5 程度) を有し、

3 日分 (22rri 以上) の飲料水を確保している。

雑用水は地下ピ ッ トの受水槽ピット及び12

階、 23階高置水槽( 緊急遮断弁) により、 3 日

分 (230rri 以上) の工業用水を確保している。

また地峨住民の飲料水確保のため、水道本

管をバイパスして災害時には緊急遮断弁によ

排水可とう管フレキシブ‘ルジョイン卜

区画

絶 縁 短 管

鋳鉄管

ゴム/ ｾＮＺ［ ト

建物導入部の変位吸収配管要領

(沈下対策ー給水)

区画

建物導入部の

変位吸収配管

8  

4Lト

3斗竺

8  

江戸

81合流インバ 卜桝

目立

B2E_ 

ζ 〉

。

マ

排水会所

緊急汚水 ・雨水排水系統図

要領( 沈下対策ー排水) ナイフゲー トバルブ

り100rri 確保できる市慣性貯水槽、消防用水

( 防火水格1100rri ) がある。

・排水設備

排水放流または搬出が可能と想定される 7

日分 (400rri 以上) の汚水緊急貯留槽を地下

ピットに有している。 ( 外部の排水経路が寸

断されたとき手動にて切り替え)

なお、雨水排水は大雨時には雨水調整桝に

より 地下ピット内に貯水 (900rri 程度) し、

それ以上の水位になるとナイフゲート; ' ( ルブ

により庁舎内に貯水するのを止める。

l 最後に

本庁舎は官庁建物として、樹立的に建設大

臣官房官庁営繕部監修「機械設備共通仕様書、

盟主理指針」及び1995年( 平成 7 年) 1 月に

発生した阪神・淡路大震災後に刊行された

「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説

平成 8年版j に基づいて設計施工している。

地震応答解析では層間変形角11100以内に収

まっており、それに追従している機械設備に

おいても問題はない。

昨今言 われる「長周期j地震動j を視野に入

れた設計施工はしていないが、竣工後、長周

期地震動を加味した地震応答!ry'f，キ斤シミュ レー

ションでは、! 曹関変形角1/100以内に収ま っ

ているのを確認している。

( かめい ひろあき)
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追悼

側日建設計元社長・ (他日本建築協会冗副会長

薬袋公明君の死を悼む

社団法人日本建築協会名誉会長 佐 野 正 一

昨年11月23日夕刻、薬袋公明君が自宅に

おいて急逝されたよし、数日をおいて知らせ

をうけた。持病の循環器系病巣が発作したも

のだろう 。平生健康だったように見えた肉体

にひそむ危険な弱点で過去何度か発作を起こ

し、幸いに治療の効果あって回復した4521会を

もつが、このたびばかりは、 一層f仰ました治

療で、回復をはかったにもかかわらず、ついに

如何ともしがたく不帰の人となってしまわれ

たのは、歴戦の戦士が) j 労ち残る最終の! 被いに

臨む壮絶な姿を思わせ、悲痛な感じにうたれ

る。享年80歳。ご冥福を祈るばかりである 。

氏は山梨県の出身。昭和26年、早稲田大蛍

理工学部建築学科を卒業して、大戦後財閥解

体で長谷部竹Jl要建築事務所改め日建設計工務

株式会社に入社。頭角をあらわして昭和]44年

同社、啄本猛次社長の下で耽締役に就任し、

以後、常務取締役を経て、代表耽締役社一長に

就任。平成 5年から代表恥締役会長をつとめ

た。この間、日本の経済と社会は大いに改ま

り、I l g和45年には大阪千里丘陵で万国博が華

やかに開催されて、薬袋氏率いる日建設計ーは

数々の名作を出展して名実ともに設計事務所

日本一の名を世界に高らかに語いあげたので

ある。

大阪に本拠をもっ薬袋氏が大阪に残した作

品は数多い。代表作である日本銀行大阪支脂

ビル、住友生命御堂筋ビル、大阪城ホール、

松下ツイン21など。東京で三和銀行東京支屈

をはじめとし、新宿、新橋、日本柄、品J II な

どに数多い作品が文字通り林立している。壮

観とし、うほかはな P o

そうした作品例のなかで格別な物件とし
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て、私はあえて関西国際空港をあげておきた

い。いうまでもなくこの空港の設計はイタリ

アのレンゾ・ピアノによる名1t = であるが、乙

の海上に計画された巨大な空港計画を、計画

通りに進行させるに日建設計薬袋公明がどれ

だけ苦労したことかを考えると、氏の果たし

た大きな功績をたたえずにはおられないので

ある。空港設計として記録されたこととそ、

氏にとって最も喜びだったのではないか。そ

れは大型の公共建築物における建築家、コン

サルタントの役割を最も理想的に知らせるも

のだったからである 。 ｾ袋公 明はそういう考

え方をするひとだった。

L、ま一つ例をあげる 。氏は昭和59年から 社

団法人日本建築協会の五llJJi 副会長となり、そ

の70周年記念事業として日本建築協会話' を

設定し、その委員長として約15年にわたって

5 回の表彰に当たった。これは、陰のところ

で建築関係の一翼を担い、黙々と努力してい

る業績を顕首しようとする動きで、多様・多

彩な作為を探し 1':1:' 1す仕事だ った。この表彰は

今後もながく受け継がれてゆくことだろう 。

乙の事業に示された尽力は、氏の建築という

仕事にかける 深L 哨df&とと だわりをあらわす

ものではなかったか。氏は関係する多様な建

築関係団体について、それぞれの事業計画に

深い理解を示し、幅広い建築活動の一環を考

えて後援を制極的にすすめたのである 。その

労は並外れたものだった。心から倣訟を表し

たい。

思い出は尽きない。その姿は卒然として去

り、今や声もない。限りな く淋しく、悲しい。

薬袋公明 ( みない きみあき) 氏

大正15年12J 二13 日生

H師[ 126年 311 早稲悶大学理工学部辿築学科

卒業

1Ii'lf 1126年 4 丹 目立J ! 設計工務株式会社に入社

H仰1138年 9 1' 1 大阪事務所司|企画部長

If ij 利43年7 f1 大阪事務所副所長

1f(l，f1l 4N. 2) 1  取締役

|肝不1145年 7) 1  口建設計工務株式会社は、

株式会社日建設日 Ａ と改 ｾｦ ｬ ［

lf {j ，f 1150イド 2 Jl 常務 ＱＱ ＵＨ［ｪＧｾＧｩＱ役

If s，f1l 52
1
ド31' 1 代ぷ ｩ 附ｬＧｩＱ役 ｾＡ￯ 務

1f!J，f1l 55年 3 Jl 代 表115( ; j ' ，締役副社長

1fi-l_f1l 58年 3 Jl ＨＭｾ去 Ｑ ＱＵＨ［ｪＧ布役社長

平成 5年 3 ) 1  代表取締役会長

平成11年 3 Jl 相 談 役 名 誉 会 長

、IZ成 14年 3) 1  名作会長

平成16年 '1Jl 顧 問

.公l附EE

If {j 利57年6 ) - 1- 平成12if-. 6 )"1 

ｷ 司法人総合テ ･ ザイナー協会 ｦｬｉｉｊ ｉ ｾ

If ij 利59年II川~平成13年 6) 1  

社団法人円本建築協会副会長

If s_f[l 62年 3 川~平成元年 2 fl 

:t- tI司法人クラプ|員j凶 理 事

If(l利62年 6 FI - 平成12' 1'- 5月

社団法人ニューオフィス惟進協議会副会長

平成 2 年 4 ) 1- 平成11年 7 刀

社団法人民11日活力 1) 日発綴構理事

平成 6"1三5 J l - 平成12年 5) 1  

社団法人|員|西経済同友会幹事

平成 6イ1' .6 FI- 平成14年 6 FI  

ｮｾ 卜ｦｉ 法人 ｈ 本住 築総合試験所型、 ｉｾ

. 受賞

平成 3 i l'- 5 川 社団法人 H本建築学会より

11本建築学会'11 ( 業紛) を受賞

平成 5
1
1三5 川 社 団 法 人 建 築 技 術 維 持 保 全

般 進 協 会 よ り 百 卜 問 ピ ル で

BELCA賞ロングライフ日刊門

を受賞

平成 7"1三5 )'1  社団法人日本立J ! 築学会より

日本建 築学会 Ｑ Ｇｴ ＨＮｾｗＩ を受賞

平成 8 年 5 川 社 団 法 人 建 築 設 備 維 持 保 全

惟進協会よりサンワ- * ボピル

でBELCA1 ' . I ・ロングライフ部

門を受賞
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砂「ストップ地球温暖化J

大阪シンポジウム

大阪府では、京都議定書発効 3周年を記念し、

シンポジウムを開催する 。 あわせて講演会、

3 つの顕彰制度の合同表彰式及び受賞建築物

のパネル展示も行う 。

日 時 2008年 2 月15日( 金)

14 :  00- 16  :  30 

会 場 大 阪 府 立 女性総合センター

( ドーンセンター)

大阪市中央区大手前1-3-49

会 費 1n¥料

定 員 300人( 申込先着順)

講 演 テ ー マ 企 業 経 蛍 の 視 点 か ら 見 た地

球温暖化対策/ 中村信夫氏( 側ア・

ソッカ代表取締役)

表彰大阪サステナブル定ｾ築 ｮ ソおおさか

ストップ温暖化賞/ おおさか優良緑

化賞

申込先大阪府地球環境諜

T EL. 06-6944-9207 

砂フ。口フ工ツショナルスクール大阪

建築事務所の経営、プロジェクト・マネジメ

ント、クライアント開拓法等の実務講座。

開催日 2008年 2 月221:1(金)、 23日( 土)

3 月 7 EI  (金)、 8 日( 土) の 4 日開

会 場 側INAX大阪ショールーム会議室

大阪市中央区久太郎4- 1-3

伊藤忠ピル l 階

参加賀， J IA会員50，000円、 一般60，000円

(  4 日間)

問合せ 社団法人日本建築家協会近畿支部

T EL. 06-6229- 3371 ( 木田)

砂第54回大阪建築コンクール募集

・大阪府知事賞部門

応募資格応募作品の設計者/ 大阪府建築士

会正会員

対象建築 . ノンセクション( 住宅を主とした

ものは除く ) / ・第 l 部一延床面

積3，000ni 未満の建築物- 第 2 部

延床面積3，000 ni 以上の建禦妙J

建 築 位 置 大 阪 府

・渡辺節賞部門

応募資格: 応募作品の設計者/ 竣工検査済証

発行日現在39歳以下の大阪府建築

士会正会員

対象建築 建物の種類・規模は問わない

建 築 位 置 近 畿二府四県

0 提出期間 2008年 2 月15日( 金) - 3 月 7

日( 金) 平日 10:  00- 17 :  00 (土 ・

日休み)、 郵送は 3 月7 日消 I:: P

有効

0 審査員 木村博H百( 委員長) 、阿久津友嗣、

江副敏史、末包 (11'1吾、 岨 良 政 、

長漬{It 賞、松|袋主主

0 表 彰 大 阪 府 知 事 首 都 門 / 第 1 ・2 音fl

1- 2点。

渡辺節n・音11門1 1 - 2 点

0 両部門とも 2005年 1 月 1 EIから 2007年12

月31日の聞に竣工検査済証の交 付を受けた

建築物であること 。

* 問合せ/ 社団法人大阪府建築士会大阪建築

コンクール事務局 T EL. 06-6947- 1961  

砂改正建築基準法施行規則に基

づく設備関係図書の記載例の

作成について

日本建築行政会談、 (初建築業協会の 協力のも

と、設計者による適正な建築確認申詰図書の

作成を支援することを目的として、改正建築

基準法施行規則 に基づく設備関係図書の記載

例( 給排水設備や換気設備等についての図面)

を作成した。

詳しくは、 http: / / www.icba.or. j p/ を。

問合せ 腕建築行政情報センター

T EL. 03-5206-6135 ( 平野、磯永)

砂ウィリアムメレルヴォーリズ展

ヴォーリズが建築設計監督事務所( 後のヴオ

ーリズ建築事務所) を開業してから今年でち

ょうど 100年になる 。 この展覧会ではヴォー

リズが残した建築作品を、写真や図面、映像

資料や模型などのさまざまな資料から紹介

し、生活との調和をめざしてヴォーリズが作

り出 した建築空間の特徴を学校や教会、商業

建築や住宅などの作品のなかに見てゆき、建

築をとおして理想の生活を築ごうとした、ヴ

ォーリズの活動と思想の系譜をたどる 。

会 期 2008年 2 月9 EI  (土) - 3月30日( 日)

9  :  30- 17  :  00 月11M休館

会 場 滋 賀 県 立 近代美術館

滋賀県大津市瀬田南大賞11可1740- 1

T EL. 077-543-2111 

ht tp: //www. shi ga- ki nbi . j p/ 

入場料 一般900円、高大生650円、

小中生450円

〔特別講演会〕

.  2 月17日( 日) 13 :  30-

テーマ 「中央芝生の空間j 関西学院キャン

パスの伝統について/ 講師 : 田淵結氏 ( 関西

学院宗教総主事 ・関西学院大学文学部教授) 、

山形政昭氏 ( 大阪芸術大学建築学科教授)

.  3 月2 日 ( 日) 13 :  30-
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テーマ: [ " 窓からの眺め j 神戸女学院キャン

パスに見るヴォー リズの美学/ 講師・ 治下昌

宏 氏 ( 神戸女学院大学文学部教授) 、石田忠

範氏( 石田，忠範建築研究所)

砂工ミリー・ウングワレー展

ーアボリジニが生んだ天才画家

エミリー・カーメ・ウングワレー( 1910頃 -

1996) は、アボリジニを代表する画家である

と同H寺に、 20世紀が生んだもっとも偉大な抽

象画家の一人である 。赤い大地をカ ンウ' ァス

として、おおらかな芸術的行為を繰り広げて

きたエミリーは、「プリミティヴ・アート j

とも称されるような芸術を創造してきた。何

と言っても注目されるのは浸するまでの 8年

間に拙かれた3，4千点に及ぶアクリルの作品

である 。それらの画面はアメリカ抽象表現主

義との共通性を指摘されているが、ヤムイモ

をモティーフにした最晩年の作品 〈ビッグ・

ヤム・ドリーミング> (1995年) からわかる

ように、作品は彼女が住む土地の動植物など

から広がった夢でもある 。砂漠が生んだ天才、

エミリーの世界は私たちに大いなる感動を与

えるであろう 。

会 期 2008年 2月26日( 火) - 4月13日( 日)

10:  00- 17 ・00 金11翠は19 : 00迄

月曜休館

会 場 国 立 国 際 美術館

大阪市北区中之島4-2-55

入場料 一般1，300円、大学生1，000円

高校生600円、中学生以下無料

問 合 せ ハ ロ ー ダイヤル050- 5542-8600

招待券は日本建築協会 (T E L06-6946-6981) へ。

エミリー・ウングワレー「ビ ッグ ・ヤム ・ドリー

ミングJ 1995年 291.1 x  801.8cm 

National  Gallery 01 Victoria， Mel bourne 

。Emily Kame  Kngwarreye.  Li censed Vi scopy 07  

砂ドイツ・ポスター 1890-1933展

本展は19世紀から 20世紀への転換期におけ

るドイツのグラフィックの動向を紹介する展

覧会である。美術図書館( ベルリン) 、ディ -

ノイエ ・ザンムルンク( ミュンへン) など、

国内外から集められたポスター、雑誌、関連

資料など約180点によって、 1890年から 1933

年にかけてのドイツにおけるポスターの魅力

と先進性を多角的にi検証する 。 さらに、有名

な「カ ルピス」の国|祭懸賞広告や杉浦非水を

中心とした「七人社J の活動など、 ドイツか

ら影響を受けた日本の同時代の作品 ・資料も

紹介し、ドイツの近代ポスターの全貌に迫る 。

会 期 2008年 2月26日( 火)- 3月30日( 日)

9  :  30- 17  :  00 月限休館

会 場 京 都 国 立 近 代 美 術 館 ( 岡 崎 公 園 内 )

TEL 075-761-4111 

入場料 一般1，300円、大学生1，000円

高校生600円、中学生以下無料

招待券は日本建築協会 (06-6946-6981) へ。

ルートヴィヒ・ホ

ールヴァイン

{ リヒャルト・シュ

トラウス週間〉

1910年 リトグラフ

竹尾ポスター コレ

クション

砂特別展 「第39回 日展J

日展は、明治以来の長い伝統と日本最大規模

を誇る公募展である 。大阪展では全国を巡回

する日展の大家作家による作品と入n・者の作

品からなる基本作品275点に加えて、大阪・

奈良 ・和歌山 ・兵庫の地元作家による入選作

品等324点を展示する。

会 期 2008年 2月23日(土) - 3月23日( 日)

9  :  30- 17 ・ 00 月11程休館

会 場 大 阪市立美術館( 天王寺公図内)

大阪市天王寺区茶臼山町1- 82

入場料 一般1，000円、高大生700円、中学生

以下無料

問 合 せ 大 阪 私 立 美 術 館T E L06-6771-4874

招待券は日本建築協会 (06-6946-6981) へ。

砂水の詩PartlI - 津田洋甫写真展

輪廻転生をするがごとく、姿. ｾｾを変えて循

耳語する日本各地の水の姿を詩情豊かに写しと

め表現する津田洋甫氏の写真展を開催する 。

今回は大阪市に寄贈された100点のうち 50点

を紹介する 。

会 期 2008年 2月23日( 土) - 3月30日( 日)

10 :  00- 17 :  00 月曜休館

会 場 大 阪 府 立 狭山池博物館

大阪市狭山市池尻中 2 丁目

南海高野線「大阪狭山市J 下車

徒歩西へ約10分

入 場 料 無 料

惨公演「なにわの語り部~四重

奏との饗宴'"'-'J

Club  Tapで、は大阪をはじめ関西をフィールド

とした「まちゃ歴史的建築についてのセミナ

ーや現地学習会J を開催している。今回は「大

阪の歴史・文化やまちの魅力j をわかりやす

く伝える活動を展開している、“ なにわの諮

り部、栗本智代氏( 大阪ガス側エネルギー・

文化研究所 ( CEL) " と、国内外で活躍中の

演奏家による四重奏( ピアノ、ヴァイオリン、

フルー卜、クラリネット) を開催する 。

日 時 2008年 3 月 1 日( 土)

14:  00- 16 :  30 (13 :  30開場)

会 場 綿 業 会 館 1F 会員食堂

大阪市1:1:1央区備後町2-5-8

問合せCl ub Tap事務局 (072-683-7708) へ

1 月号年賀挨拶欄の訂正とお詫び

平成20年1月号の掲載の年賀挨拶に誤りが 正 正

ありました。 大成建設株式会社 日本建築協会

ご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び 社長 山内 隆 司 中国支 部 支 部 長 森畑 武

申し上げると共に、右記のよ うに訂正させ
さ日h穴u  

東 海 支 部 支 部 長 佐伯 博

ていただきま す。 大成建設株式会社 談 中国支 部 支 部 長 古 林 敏 郎

社 長 葉 山 莞 児 東 海 支 部 支 部 長 松 本 壮 一 郎
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安部1てより . . . . . . . . . 見学会( 京都支部主催)

まさ

京都市地下鉄東西線西伸一太秦ヘ

平 成19年11月14日、 (紛日本建築協会京

都支部による 「太秦東部まちづくり見学会」

を催した。まず、現場の工事事務所で京都

市の施工監理者から工事説明を受けた後、

現場を見学した。

現場では、すでに地下鉄工事はほぼ完成

しており、平成20年 1 月16日開通 が決ま

っていた。この新設の地下鉄駅( 太秦天神

川駅) に合わせて付近一帯に土地区画整理

事業が実施され、合わせて駅前市街地再開

発事業が施行中であった。

- 事業手法・

地下鉄東西線の新駅設置のためには京福

電鉄嵐山線 ( 四条大宮~嵐山) の連絡駅( 天

神川駅) 新設など駅前の広場 ・道路拡張が

必要になり、土地区画整理事業の手法を採

用することとな った。

- 土地区画整理事業・ (図1参照)

事業名は太秦東部地区土地区画整理事業

と称された。施行者は京都市で、施行面積

は52ヘクタール、施行期間は平成14年度

から平成20年度のわずか 7 年間という異

例の早さであった。減歩率は約36% ( 公共

減歩率) であった。

- 市街地再開発事業・

事業名は太秦東部地区第一種市街地再開

発事業と称された。施行者は京都市で、 施

行面積は約8，760rri 、施行期間は平成15年

度から平成20年度、設計監理者は東畑建築

事務所( プロポーザル) 、現場では80%以

上の工程であった。

この事業の特徴は、土地区画整理事業と

市街地再開発事業の一体的施行により、道

路 ・駅前広場などの都市基盤と公共公益的

施設( 右京区役所の移転・地域体育館・地

域図書館の新設) 、庖舗・業務施設が整備

されることにある 。

建物の規模は地下 l 階地上 5 階建( ただ

し分譲住宅部分は地上 8階建) 、建物の高

さは24.9メー トルである。

主な環境 ・防災施設としては、( 1  ) 大

地震による停電時にも都市ガスを燃料とし

て発電装置を備える 。 ( 2 ) 地下に大雨時

の雨水流出抑制貯留槽を設け、常時は トイ

レ洗滞水や植栽水に利用す る。 ( 3) 施設

棟の屋上に太陽光発電パネルを設置し、建

物の共用電力として活用する 。 ( 4 ) 極力、

屋上緑化をする 。

- 京都市高速鉄道建設の経緯・

京都市の地下鉄事業は、まず南北線から

始ま った。 昭 和56年 (1981) 5 月29日、

烏丸線北大路 ・京都問 (6.5キロメー トj レ)

が開業、引き続いて平成 9 年、北山- 国際

会館 (2.6キロメート j レ) が開通し、近鉄

奈良線との相互乗り入れが軌道に乗ってい

る。 この地下鉄の開通により 烏丸通の交通

渋滞は大幅に改善されている 。

- 地下鉄東西線の延伸・

昭和46年、都市交通審議会の答申があ

り、 地下鉄東西線は御池通を主ilidlとして、

山科駅で、南行し六地蔵でJ R奈良線・京阪

電鉄宇治線と連絡することとし、西は右京

区太秦付近から南行しで洛西ニュータウン

を経由して阪急電鉄長岡天神駅と連絡する

乙とが決めら れた。

当H寺京都市は、太秦付近で京福電鉄嵐山

線と連絡するに留めたい意見を 出 したが受

け入れられなかったらしい。今回、京都市

地下鉄東西線は太秦天神川駅で京福電鉄天

事l'川駅( 新設) と連絡できるようになった

が、 地下鉄を西南へすことは、用地の確保

難や採算性の面から延伸する見通しは相当

難しいと思われる 。

この見学会は、最近における京都市最大

の公共事業の現場の完工直前の|時期であっ

たので得るところが多かった。 また、広域

幹線道路の御池通が東は' I! 島}II から始まり、

西は天神}II で終わると L 苫う歴史的事実をも

知ることができた。

( 望月秀祐/ 京都支部長)

① 

図 1 土地利用構想図

建築と社会 ・2∞8.2 37 



編集委員会

第 9 回編集委員会

12月12日( 水) 18 :  00- 21  :  15  

出席者 設楽委員長ほか 4 名

議 事 ( 1 )  1 月号「私の空間作法一会

員作品ー」特集経過報告

38 建策と社会 ・2∞8.2

( 2)  2 月号 fpF I 事業、その後」

特集経過報告

( 3)  3 月号「東海支部」特集経

過報告

( 4)  4 月号制 i国系特集の企画

( 5)  5 月号 インテリア・住宅系

特集の企画

( 6 ) 中之島新線の特集

( 7)  6 月号設備特集の企画

( 8)  7 月号「中国支部j 特集の

企画

( 9 ) 各小委員会 ・分科会の報告

(10) 検討事項

(11) 来年の表紙デザイン

(12) 収支状況報告

第 5 回計画系分科会

12月18日( 火) 19 :  00- 21  :  30 

出席者 三宅幹事ほか 2 名

議 事 4 丹号 f2011年宣言j 特集の企

画

第 3 回建築計画系分科会

12月 3 日( 月 ) 19 :  00- 20 :  30 

出席者 荒木幹事ほか 6名

議 事 ( 1)  2007年 8 月号特集の反省

( 2 ) 幹事交代

(3) 2008年 8 月号特集案

( 4 ) 建築計画系分科会見学会「大

阪市大 『高原記念館J J

( 5 ) その他

第 2 回インテリア・住宅系分科会

12月4 日( 火) 18 :  30- 20 :  45 

，' :l:'，!務者 田中幹事ほか 3名

議 事 (1) 2008年 5 月号特集の企画

( 2 ) 分科会幹事の件

第 3 回インテリア ・住宅系分科会

12月26日( 水) 18 :  30- 20 ・30

出席者 田中l持事ほか 3 名

議 事 ( 1  ) “ 中之向新線" の 5 月号制

載の可能性

(2) 2008年 5 月号 「新ホテル物

諮j 特集の企画

第 5 回設備分科会

12月5 日( 水) 18 :  00- 21  :  00 

出席者 赤 滞 幹 事 ほ か 5名

議 事 ( 1 )  f設備 の頁J の企画

(2)  2008年 6 月号の設備特集

( 3 ) “ 測定機器ーシリーズ" 頁の

懸案事項

第 9 回構造分科会

12月 7 日 ( 金) 18 :  00- 20 :  00 

出席者 房 安 幹 事 ほ か 3名

議 事 ( 1)  12月号「楽しい構造の世界」

特集発行

( 2 ) 来年の構造特集

( 3)  f構造の頁」の企画

第 9 固法令分科会

12月 6 日 ( 木) 16:  00- 17  :  45 

出席者 片 岡 幹 事 ほ か 5 名

議 事 ( 1 )  f法令コーナー j の企画

( 2 ) 来年の法令特集

( 3 ) 情報交換

第 9 回作品作風小委員会

12月20日( 木) 19:  00- 20 :  00 

出席者 井 上 副 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 ( 1  ) 作品の選定

( 2 ) 作品の掲載状況並びに掲載

予定の報告

( 3)  f  gall eryJ 掲載報告 ・予定

( 4 ) その他

第10回広告企画小委員会

12月12日 ( 水) 16 :  00- 18  :  00 

出席者 設楽委員長ほか 3名

議 事 ( 1 ) 1 月号「私の空間l作法一会

員作品- J 特集

( 2)  2 月号 fpFI 事業、その後j

特集の報告

( 3 ) 広告頁 「第一線の建築設計

担当者に 11a く い ち 相l' し建

材・ 設備」シリーズの企画

( 4 ) 広告掲載状況

( 5 ) 異分野の新規広告の掲載可

否

( 6 ) 収支状況報面

第 8回10年委員会

12月13日 (木) 19 :  00- 20 :  00 

出席者 前川副委員長ほか l 名

議 事 ( 1  ) アンケー 卜依頼先の1札認

( 2 ) コンぺについて

( 3 ) 常設委員長会議の報告

( 4 ) その他

出版委員会

第 8 回出版委員会

12月20EI ( 木) 18 :  00- 19  :  00 

場 所 住 ま い の研究 室 井 上 委 員 事 務

所

出席者 上 原 委 員 長 ほ か10名

議 事 ( 1 )  ( プロのノウハウ 〉 と特装

本の経過報告

( 2 ) 進行中のテーマについて

( 3 ) その他

入 会 者 (敬称略)

〔個人正会員〕

旭 京弘( 中部電力(紛)

口訂正とおわび

本誌 i 月号目次 (P5) 、「私のさ)! r:u作法一会

員作品一J (P27) に下記の誤りがありました。

( 訟 ) 表 紙 企 画 デ ザ イ ン 高 橋 普 丸

( 正) 表紙デザイン花城辰男 (時空アート )

本 文 デ ザ イ ン 高 橋 警 丸

( 談) 2001住戸改修設百十委只会

( 正) 201住戸改修設計員会

関係各位にご迷惑をおかけしましたことを

おわび申し上げます。



環境エコロジ一光の創造

_  ｆ 一子廿ｾｾ曹門工場

⑩ 克信J l JL三 工 業 蹴 担 祉

営業本調 / 〒91{}-2172 福労探諸説可積む長新保81-3-8

ヱ 場 TELω'776}41-771∞ 総 FAX( 0776) 41-2836

讃寮営業所/ 〒'J4(}∞43 埼玉県草加市草加2Tf i 9番5号

TEU048)943-2461，側 FAX(048)943-2462

建物の美しさをよりひきたてる、アーチサッシから トップライト まで製作致し ております。

住宅エクステリアの
技術者必携!

A5判 . 232頁

ポイン卜

定 価2625円 (本体2500円)

- 届EEZE識語圏酎調・園E . t I 圏西同喧z・・

藤 山 宏 著 ( 企画日本建築協会〉

Hi roshi FUJ TY A MA  

/ 戸ーーへ¥

w l 函亙

第1章 エクステリア計画前の予備知識

第2章 エクステリア計画の全体概要

第3章 エクステリア計画に必要な法的知識

第4章 ゾ一二ングからプラン作成

第5章 門廻りの設計

第6章 階段 ・アプローチの設計

第7章 塀・外柵・擁壁( 土留) の設計

第8章 力一スペース ・ヤードスペースの設計

第9章 エクステリア計画における効果的な

緑( 植栽) の設計施工

第10章 施工

第11章 メンテナンス

成長するエクステリア業界の

技術者に求められる広範な知識・考え方を

体系的に整理した初めての書

6学芸出版社干60問 6 京都市下京区木津屋橋通西洞院東入

te l  075- 343- 0811 f ax  075- 343- 0810 

ht t p: / / www. gakugei - pub. j p/  E- mai l  i nfo@gakuge i -pub. j p 
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空調・衛生・クリーンルーム設備

(設計 ・施工)

組朝日工業社

本 社 本 庄 東京都港区浜松田T l - 25- 7 電話03 ( 3432)  5711 

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 加 お 1- 58- 59 m話 06 ( 6302)  2270  

支 /;5 北海道/ 東北/ 北関東/ 横浜/ 名古屋/ 中国/ 九州

電気 ・空調・衛生 ・防災・ 産業廃水設備

設 計 施 工

・D ヲイヲシ械式会社

ヨド白大匝本社 〒550-0002 大阪市西区江戸堀 l 丁目 9昏25号 電話ω6) 臼41- 8231

東 京 本 社 干 102-0071 東京都千代田区稿士見 2丁目 15番 10号 電 話 ( 03)326ト8231

支 社 名古屋 ・福岡

支 庖 札幌 ・仙 台 ・新潟 ・大宮 ・千葉 ・繍 浜 ・金 沢 ・京 都 ，/41戸 ・天理 ・岡山 ・

広 島 町 松 ・熊本

営 業 所 帯広 ・函 館 ・青森 ・秋 田 盛 岡 ・ 前 橋 ・長 野 ・静岡 ・豊田 ，i1t ・宮山 ・

筒井 ・徳 山 ・松山・ 高知 ・北九州 ・鹿児島 ・那加I

出 張 所 旭/ ' 1 ・福 島 ・川崎 ・松江 ・徳島 ・下関 ・長 崎 ・大 分 ・宮 崎

海 外 支 庖 シンガポール ・ホンコン

技術研究所 〒354-0044 崎玉県入間郡三芳町大字北永井390番 地 電話 (0492)58・1511

，圃即. . " ，健 ポスター. カタログ町1 ( ンフレ y 卜‘ . 碕年鑑詮' "

指! 1; 叉字‘ .111データ処理

・メディァ，機 S Pプランニングコンヲルテインク汀ノリ2 シヨン

web.及びメディアコンテンY 企画制昨

の ｪ［ こたｾ
'¥;1- ， f  ¥ ，- ¥.7'  

• 
， 、 株式会社NPGーポレーシヨン

本 社 干53ι ∞43 大阪市北区天満ト9- 19

¥el:( 白 ) 6351-7271 ( 代) fax: (06) 6352- 7479 

第二ピル 干530∞43 大阪市北区天満 ト11 -8

¥el:  (06)  6351- 0128 ( 代) fax: (06) 6351- 020日

東 京 支 社 干105 伎氾4 東京都港区浜松町 1・2・1

一光浜松町ピル7 F

¥el: (03) 3433- 521 1  ( 代) fax: (03)  5776- 7733 

{旧社名ナニワ印刷側、 日窓デタネット側}

We  have hope 

O K U J U  
Space Crealor 

クオリティ& コストパフォーマンス

121主主ム ｾｾロ置包囲
メタルシステム天井

内 外 装 劇 作 パ ネ ル ーシ ス テ ム 天 芥 間 仕 切
本 社

大阪市北区西天満5丁目3番7号 〒530-0047

TEL(06)6312-4131 FAX(06)6312-7998 

東 京 丸 州 南 丸 州 名 古 屋 上 海問 主11オクジ: コー

C H OY O 

人地、 、る多彩なフィールドで、

新しい限界に挑戦してb、ますε

電気設備設計施工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代 表 取 締 役 山 本 貴 士

本 社 〒 5 3 0- 0 00 5 大阪市北区中之島三丁目 2 - 4 (朝 日ピル)

T E L  0 6 ( 6 3 85 )  1  3 6 1  ( 代) F AX  0 6 ( 6 3 85 )  1  0 5 0  

地球環境を守り、100年建築に貢献する

N A C L  のアルミ表面処理

株式会社 日本電気化学工業所

ht t p: / / na c lj p  E - mail : s c @na cLc oj p  

本部営業部 〒560- 0036 大阪府豊中市蛍池西町2丁 目7番26号 NA CLt 'ル2 階

T E L  ( 06) 6843- 1235 ( 代) F AX  ( 06) 6853- 1632  

東京事務所 〒111- 0051 東京都台東区歳前2丁目 7- 2 東京NACLt ' n，

T EL  ( 03) 3862- 0978 (代) F AX  ( 03) 3862- 7098  

デンカC S Aファミリー製品

-ョーニJ nCS A ( 膨張性混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・ョーニ ｊｮ Ｎ，ｾ，ヨニ ｊ Ｈ グラウ ト用無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・子ニ ｊｮ 守 Ｓ ーデ Ｎｊ Ｇｊｾ Ｈ主 ［七 ＿＿ｔＩ コンクリート躯体の漏水補修に

.ョーニ. . nES(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・雪ニ.I nI I OOO(製品用超高 度 馴 材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ノ、イモメント製造用に

電 気 化 学 工 業 株 式 会 社 浜 宗 産 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 06) 6 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東 京 ( 0 3) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式

A

Q

玄
社

T E L 大阪 ( 0 6 ) 6 2 5 2 - 6 0 0 0  

T E L 本 社 ・京 都 ・京丹後 ( 0 7 7 2 ) 7 2 - 2 2 2 0  

舞 鶴 ( 0 7 7 3) 7 6 - 0 1 3 3  

小 浦 産 業 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 06) 6 4 4 3 - 6 1 8 1  

東 郷 化 成 株 式
.o..  

ｾ＠ 社

T E L 滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

T E L  大阪 ( 06) 6 8 7 7 - 1 5 8 1  

40 



ニューフエローデッキ( 鉄筋トラス付揺型枠床版工法)

(株) 日本建築センター評定取得 (BCj ;認定一RCj 0108- 02)

ニューフエローデッキ施工写真

N Cテ、ツキ( トラス筋付合成スラブ工法)

桃造 :1司土交通省告示第326号による

耐火指定 .建築基準法 til68粂の

ＲＶｴ 存 Ｑ ｭ にｾ，ｾづく大臣認定取得

エコタイプ( 主筋@ 200)

(品 質)

鉄筋トラスを使用していますので配筋の乱れがなく、かぶりが適確で

向精度の床配筋が得られます。

製品にキャンパーを設けていますので、コンクリート打設後のたわみが

小さくなります。

Cost <コ 対)

スラプ型枠の解体撤去ｾｾが不要となります 。

経1，1のため人ブJ で容易に取り付けができます。

型枠鉄筋等の熟練工が不安です。

特 徴

Del i ver (工 JUJ)

型枠、鉄筋等の現場労務が低減でき、工JUI 短縮となります。

' 解体 、撤去の必裂がないため仕上げ工事に阜くお手できます。

Safetyほ 会 )

デッキを敷設することによって作業床となりますので安全性を確保できます。

多くの笑験により仮設l時耐力を決めていますので安心して施工していただけます。

Envi ronment <卵 焼)

解体、徹去が不裂のため産業廃楽物が発生しません。

建設現場での騒音、振動の発生が少なくてすみます。

ＭＮｾ・ ｪｾｲ･ ｉｴ ｪＮ 郭有 Ｑｈ 倍 量Ｎ

品株式会社富士昭サンマテツク

本社・大阪本庖

干540- 0032

大阪市中央区天満橋京町2番 13号(ワキタ天満橋ピル3階)

T EL.06- 691 0・0 0 8 1 F AX.0 6・6 9 10-0 0 8 0

東京本居

干103- 0004

東京都中央区東日本橋3丁目 10番 14号(サンライズ橘4 階)

TEL.0 3・5 6 4 0・4151 F AX. 0 3・5 6 4 0・4 1 5 2

名古屋支届

干460- 0008

名古屋市中区栄4丁目 14- 19(富田ピル5階)

T Eし052- 242-36 0 5 F AX.052- 242- 3626 

九州支后

干812- 0013

福岡市博多区博多駅東 1丁目 16番8号 (ITビル7 階)

T Eし0 9 2・4 3 3・0 0 8 8 F AX. 092・433- 1200
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石綿分析く日本作学環境測定協会登録>

石綿除去工事く BCJ - 3 1 >  

. 柱3時間の耐火認定を取得

・ 化粧鋼板タイプもあり、意匠性を確保

・ 柱外寸1150 mmというコンパクトサイズにも対応

免震装置用耐火被覆システム

@翠盛芸通シリ-;(

• • 

融筋コンヲリート桂

施工酬( 窟庫}

丸 柱 施工倒角柱 施工例

40%薄く!

はり型施工倒

厚さ

従来品より

30%康価に!

コスト

従来品より

ムJ I  C  

耐火被覆板ニュータイカライトは、

被覆厚さを従来品より40 %削減の厚さ 1 5 mmを実現。

柱・はりの納まりを小さくすることで、空間を広く活用できます。

また、従来品3 0%のコスト削減を図りました。
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・ 鉄 骨耐 火被 覆 材

・ カ ー テ ン ウ オー ル 耐 火 ボ ード

・ 不 燃 人 造 木 材 ・不 燃 断 熱 材

・ 調湿建材 ・煙突ライニング.材、他

FA X.06-6643-7480 

FA X.  03- 3553- 4530 

FA X.052・243・0063

FA X.092- 452- 8671 

大 阪 T E L. 06- 6633- 7322

東 京 T EL. 03-3553-7531

名古屋 T E し052- 243- 0061

福 岡 T E L.092-452-8651

営 業 所 . 仙台・ 岐 阜

03379- 2  雑誌


